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序

昭和 51年笠利町崎原海岸砂丘における砂利採

掘によ勺て，サウチ地区が先史遺跡であること

が判明致じました。当町では，近年の開発によ

る埋蔵文化財の消失の例が，奄美諸島において

も頻発し，強い関心を有 していたおりから，サ

ウチ遺跡の処置については種々手をつくしてき

ました。幸い文化庁並に県教育委員会の懇切な

指導 援 助 を 得 て ， 昭 和 52年 8月その発掘調査を

実施することができました。

本書はその報告書であります。おおかたの御

利用を頂ければ幸と存じます。

おわりに担当された各先生並に関係者各位に

深甚の謝意を表する次第であります。

昭和田年 1月

笠利町教育長西忠茂





例

1.本書は，附相52年 8月8日より 22日まで 20日間にわたり実屈した大島郡笠利町崎原に所

在するサウチ温悔の緊急発掘調査の報告書でゐる。

2.発掘調査は笠利町叡育委員会が主体者となり，文化庁・鹿児島県教育委員会が雌刀した。

3. 本書は河口 ~i思が編集し， 曹司筆tとは，許可は貞徳・出はf告・本出』直輝がゐたり，字紙文の末尾tとそ

れぞれ文責を記しTこ0

4. 調室中の実llI!I図の作成は出口治・本田i直録・中山清美が行なら、，地形図の測量には牧野哲郎が

ゐTこった。

5. 温臨・遺物の写真撮膨は河口貞徳が行I~ ~、，遺物の盤趨・実刷・製図のうち，土錯については

河口がゐたり，石様・員樹・その他については河叫・出口がf!:l.当しTこO

6. 自然温初につし、ては，人骨は長崎大学医学部吋藤芳篤教授，猷背は鹿児島大学農学部大塚国一

叡Bt・四中川綬場数fJl，魚骨は鹿児島大学水語学部今井兵主語教鋭ゎ・ょぴ凶ι耳目団援助手，員穎は鹿

児島大学平田園縫名誉教艶石婦は鹿児島県教育センター児島正憲研究主任に同定と砂T鬼をいた

fごいた。記して謝意を表する。
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第 1章序説

1. 遺跡の立地と環境

サウチ遺跡は笠利町喜瀬字サウチにある，奄美大島は奄美諸島のとfかで，徳之島と共に地形が高

〈けわしいのが特徴で，比較的に新しい地質時代に起った島の沈降によって海岸線の出入が多く複

雑であり，湾奥lとひらいた谷は平地が狭く孤立しており，他地域との交通には谷ILそって峠を越え

るか，尾根を伝って迂廻しなければならない。したがって耕地も狭く，比率は奄美諸島中最低で約

6~仰とすぎない。島の大半は 300~400mの山稜をもっ山地からなり，浸食谷は若く，中流以下

は急崖となり，谷底は狭く，川の流水量は少ない。海岸は山地がせまり急傾斜で山裾が直ちに海に

没しているO

乙のような地形に制約されて，先史時代の遺跡の立地はほとんど湾奥の小平地にできた砂丘にか

ぎられた観がある。

しかしこのような地形的特徴をもっ奄美大島のなかで，赤尾木地峡部以北Iと位置する笠利半島は

北部と対称的で，山地は低〈丘陵性を呈し，半島最高の高獄が 183.6 m，つづいて大刈山が

1 8 0.7 m，淀山 175mと低く，それらの谷間によって分離孤立している状態である。

乙れらの山穫には標高数拾mの海岸段丘がひろがり，平坦な地貌を呈している。

海岸線は 7 西岸の笠利湾にのぞむ地域は，水平肢節IL富むが，他はすべて単調で出入りが少と工<， 

砂浜が長く続き，その聞に点々と磯浜をまじえている。東岸は砂丘がよく発達しその背後K集落が

多〈形成されている。

西岸の地形は南部IL類似し，山地が海にせまり山蜘は急傾斜をとEして直ちに海lと没している。海

岸は磯浜が多く，谷口には三角州が形成され， ここに集第が立地している。

地買についてみると，奄美大島は百生代の粘板岩・砂岩層と花闘岩類を主とする深成岩からなり，

西南部には古生代の珪岩層が分布している。

笠利半島では大半が古生代の頁岩層からなり，東岸の一部に百第三紀の砂岩頁岩層，明神崎から

手花部の万向lζ帯状の花尚岩層の分布が見られる。

先史時代の集溶立地も現代とまったく同じ傾向がみられ，東海岸では海岸砂丘IL多く遺跡が成立

しており，北より用・アヤマル・字宿・高又・字宿小学校校庭・ウフタ・ナビロの諸遺跡はいずれ

もこの条件にあてはまる。ただ南端のヤーヤ遺跡だけは隆起珊瑚礁の崖下にできた制穴に立地し，

他と異なるが，同様な立地条件は沖縄県の諸遺跡に見られる。

西海岸では従来遺跡地が見られえよかったが，サウチ遺跡が援初の発見地となった。これらの諸遺

跡のなかで，ヤーャ洞穴出土のヤブチ式土器は，巌近の沖縄県渡口東原遺跡の調査結果から見ると，

最も古い時期のものと見られ，昨年夏熊本大学によって調査された高又遺跡からは轟式土器及び曽

畑式土器が発見されたと伝えられると乙ろから，ヤーヤ洞穴につぐ百い時期IL成立した遺跡であろ

う。すでにアヤマル遺跡において，曽畑式土器が採集されていたが，今回の調査は，乙の時期の文

化の存在を実証すると共に，その分布も広い乙とを示すものでゐった。宇宿貝塚は縄文後期の市来

式土器と字宿下層式土器を共伴し，高又以後にあたる。乙の閲若干の空白が考えられる。用遺跡は

新しいと考えられている兼久式土器を出土している。
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サウチ遺跡は笠利湾K細長く突き出した半島の先端K近く，西岸K発達した崎原砂丘に立地して

いる。遺跡地は本来民宿サキパルビーチから，発掘地点よりやや南まで，南北約 120m，東西40

mの範囲であったと思われるが，民宿の敷地は削平されて遺跡が消滅しており，現在遺跡の範囲は，

南はGトレンチ付近より，北はソテツ畑Iと至る地域で，西は削平された畑地を境界とし，東は弧状

11:走る里道IL閉まれた紡鍾形の区域で，南北 90m，東西 40mの範聞であるが，一部は皇道より

東IC及んでいる(第 1図・第 2図)。

砂丘は海岸IL面して南北に陵線が走り，内陸へ向かつて傾斜している。遺跡地では，砂の採掘区

の西端付近に巌高点があり，標高9.2mを漫gり，恩道へ向かつて傾斜し，南端部では約4m，中容

の東縁部では 5.5m，北端部では約 6.5mである。

砂丘の内側はあきい谷で低地がひろがり，皇道に沿って数軒の屋敷跡があり，これを畑地が囲ん

でいる。谷の南縁には小川があり，流れに沿って水田の跡が見られる。谷の奥には湧水があり，乙

の一つは現在民宿の水源として使用されている口乙乙には近年までサウチ集落があったのである。

サウチは，北・東・南の三万lζ背後から急ICそそり立つ山地をひかえ，夏季の台風には殆んど影

響を受けなし、。しかし西にひらいた地形から， 1 2月の末から 1・2月にかけて，とくに猛威をふ

るう冬の季節風は，サウチ集落にとって強敵であったろう。集落は前面の砂丘を防風堤として立地

しTご。サウチ遺跡もまったく同じ条件のもとに成立したもので，海岸IC面する陵線を堺として，そ

の内側IL成立しているO 現在民宿の敷地となっている区域は， もとは砂丘の一部であったが，民宿

建設のために約 2mの深さまで削り取られた。乙の時に現在の民宿家屋の南よりの地点(炊事場付

近)，北端の花壇中央(物干台木付近)，入口のガジコマルの付近 (0トレンチ付近)などからは

埋葬人骨が発見されている。おそらく ζの区域は遺跡地の南端に位置し，埋葬地として使用された

ものであろう。尚背後の山麓地帯にも遺跡が形成された可能性があり，将来調査する必要がある

(第 1図・第 2図)0 (河口)

2. 調査の経過

サウチ遺跡は砂の採掘が契機となって発見された。昭和51年4月より，赤木名在住の建築業原

永貞盛は，所有地笠利町喜瀬字サウチ 3366番地・畑地(海岸砂n:)より，コンクリート用砂の

採掘を行なった。砂の採掘は小型ブルドーザーによって，原永貞盛の手によって行なわれ，間口20

m，奥行22mの台形状約300m'句範囲，原永貞盛所有地(776 m' )の南半分におよんだ。この工事

によって遺物包含層・遺構などが破壊され，遺物が採土現場K露呈されるに至った。

昭和51年7月 8日原永貞盛は遺物lと気付き，当時法政大学学生中山清美宅に持参した。夏季休暇

で帰省していた中山は，遺跡を確認し，同遺跡より，土器・磨製石鎌などを採集しTこ。中山は後IL，
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サウチ遺跡の資料そ対象として，大学の卒業論文を執筆した。

続いて奄美考古学会員里山勇広も，同じく砂取場より貝札1個を採集した。

昭和51年8月 5日 笠利町教育委員会より，サウチ遺跡について連絡を受けた県文化課では，当

時笠利町に出張中の文化課職員牛ノ浜修主事に連絡して，昭和51年8月 6日サウチ遺跡の確認を行

なわせた。との時土器若干が採収され，遺物包含層の撮影が行えEわれている。

乙の聞も砂の採掘は除々に進められていたが，笠利町教育委員会の要請によって，地主原永貞盛

は，昭和51年 8月24日付をもって「サウチ遺跡発見届jを提出している。しかし砂の採掘はとよお継

続しており，笠利町教育委員会は，昭和51年8月31日， 1泉永貞盛K対し，砂採掘の中止によって遺

跡の破壊をとどめるよう協力要請の公文書を届けている。

以後笠利町教育委員会は文化庁および県文化課の指導を受けて，サウチ遺跡の緊急調査へむかつ

て，準備をととのえていった。県文化課は事前調査のため，昭和田年4月14日，戸崎勝洋研究員・

青崎和憲主事の両名を現地へ派遣した。

f-I.おとの他Iと，熊本大学教授白木原和美は，昭和51年8月に実施された鹿児島短期大学付設南日

本文化研究所の名瀬市綜合調査団に属して調査実施中1<::，サウチ遺跡の情報を得て現地を訪れ，前

記の中山清美・里山勇広等の採取した遺物(貝札・土器)taどを記録し，遺跡を再認した(52年8

月20日付白木原届書類)。

ちなみに中山清美は，昭和田年 9月25日同遺跡において土器片数点を採取し，遺跡名を「崎原j

とした。 5万分 1地形図に崎原とあり， ζれによったものであろう。後笠利町教育委員会の調べに

より「サウチ遺跡jと改められた。

昭和52年度国及び県の補助事業として「サウチ遺跡Jの緊急発掘調査実胞が決定し，県文化課は，

昭和52年7月8日県文化財審議委員河口貞徳を出張きせ，笠利町教育委員会と「サウチ遺跡jの発

掘調査について打合せを行伝った。

本遺跡において採取された貝札ゃ弥生式土器片らしい遺物は学界の興味を引き関心をもたれる一

万，地元研究者も調査の結果に大きとE期待をよせ，自づから協力態勢がもりあがってゆき，笠利町

教育委員会では，はじめて主催する遺跡発掘事業という乙とでおこる種々の障害を克服し，教育委

員会の総力を結集した調査態勢ができあがった。

発掘予定地のうち既に砂の採掘が行伝われていた南部以外は，アダン・ソテツ・松芯どの植物が

修蒼と繁茂し，中lとハブが潜んでいる乙とも充分考えられた。そこで本調査前K植物と表皮を除去

する ζ ととし，原永貞盛K依頼し，小型ブルドーザーを使用して， 2日間の作業Iとより所期の結果

そ得た。

発掘調査は昭手1152年 8月 8日lζ開始し，当初の予定通り 20日間をついやして，同月 22日に終了し

fごO発掘対象は笠利町喜瀬字サウチ336幡地，地目畑，原永貞盛所有地776m2である。乙の地域

を第 1 地点と名づけ，東西と南北方向の線Iとより 5mの万限状 IL 区画し，南北線そA~Fで，東西

線を (~VIIで表示し ， 5m四万の正万形で固まれた各区域を調査単位として，例えばA-(区のご

とく，その区践を囲む東側の線を表わすアルフ 7ベットと，北側の線を表わす数字そ連結してその

区域の表示とした(第S図)。
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調査は先づ砂の採掘によって掘り下げられた低地1<:，遺物包含層・遺備などが残存しているかど

うかをたしかめるために， 1 m4万のボーリング調査を 4ケ所について行なった(第17図)。試掘

の結果，道路側のD線以西で， V線と L直線lと囲まれる範囲(D-V・D-VI.E-V.E-VI区)

に遺構が残存しているらしいことが判明したので， ζの地区そ東南地区と称する ζ ととし本田道輝

・中山清美が担当調査した(第2図・第8図・第17図)。

北側の未発掘地区は，発掘によって生ずる崖の崩壊によって，隣接地との境界を侵すことを予防

するため，境界線より約 5mをひかえてB線より以西道路までと， II;線以南の砂採掘区域までの範

囲を調査することとし，北地区と称した。後第8図Iと示す通り一部拡張を行なった。北地区は，は

じめ出口浩が担当したが，東南地区の調査終了にしたがって，中山清美・本田道輝が援助した(第

8図)。

北地区の調査では第 8層と第5層1<:，はさまれた厚い無遺物層の除去および，下層部の遺物包含

層の有無探索のためにブルドーザーを使用した。

砂採掘地の南側は崖面そ形成しており，乙 ζP::員札などを出土した包含層が露呈していた。

事前調査者や地元関係者も，乙の崖面から隣接する村田市熊所有の喜瀬サウチ3626番地畑(459 

m2 )が遺跡の中心部であることを，口をそろえて伝えた。そこで地層をたしかめる ζ とを主目的と

して，南側崖下を約 1m幅で，崖面に沿って調査した。この区域を南地区と称し，河口貞徳が担当

し，中山清美が援助した(第8図)。

8月18日 第 1地点の調査は終了したので，遺跡地の範囲を明らかにするために，第 1地点の西

南，牧野周吉所有地喜瀬字サウチ 36 2 5番地畑(644m2)および，坂田栄三所有地喜瀬字サウチ

3 6 2 4番地畑を第 2地点とし， ここにAトレンチ， sトレンチ， 0トレンチを設定し， Aトレン

チを出口浩， sトレンチを本国道輝，。トレンチを河口貞徳が担当し，調査のすべてを珂口が統括

した(第2図)。
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調査団の構成

調査団長

調査主任

調査員

調査補助員

笠利町教育委員会教育長 西忠茂

鹿児島県文化財審議委員 河口貞徳

鹿児島県文化課研究員 出口浩

加世田女子高等学校教諭 本田道輝

熊本大学研究生 中山清美

測量技師 牧野哲郎

奄美考古学会会員 里山勇広

調査事務長笠利町教育委員会社会教育課長三井勝吉

総務 中場徳義・川畑勝義・諏訪東

委員 富永幸男・南隆光・別府良美・太平武徳・藤井悦郎

作業員龍谷大学学生 山田11頂一

大島北高等学校学生 林昌一登山忠仁・赤崎隆・東正樹・恵俊和・荒痘重

仁・藤井満・肥後芳郎・大茂昭則・与正弘・奥輝久・徳永浩・佐々木和弘・泉二信介

・勢田勝市郎・恵達也・前回みのり・東紀子・平江もとみ・竹その子・重江加代子・

重井良子・田中珠代・青山祐子・久保政孝

このほか次の諸機関や諸氏の協力を得Tこ0記して謝意を表したい。

大島郡笠利町

大島北高等学校

笠利町職員

大島北高等学校教諭

勝英龍 長井利一

稲田博美

(河口)
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第 2章発掘調査

1.遺跡総説

サウチ遺跡は，旧サウチ集落前面の砂丘内縁11:立地している。背後の山地と前面の砂丘に保護さ

れ，湧水を有し，背面の平地は小川によって一部低混地を形成している。遺跡からはイノシシの骨

が発見されており，背後の山地は猟場となったであろうが，食物残津の大部分は海産物であり，前

面の海が重要往生産の場であったことは言うまでもない。民宿の食堂には，遠く京阪神あたりから

来た猟客の魚拓が壁面一ぱいに張りめぐらされており，現11:同宿の客が，夕刻lとは獲物のピクを手

11:帰来するのが日課のようになっていた。勿論われわれのタ嗣の菜も民宿の主人がその日 IL獲った

海の幸であった。

現在乙そ自動車をどうやら通ずるようになっているが，元はサウチは孤立した集落で，唯一の交

通路は，汀線に沿ったふみ分け路であった。その不便きが集落を消滅させた原因でもあったろう。

先史時代の環境は現在以上にきびしかったと恩われるし，孤立的要因も現在以上と思われるが，遺

跡の内容を考えると，外来伝播を考えぎるを得ない。それは海上交通による以外の万法は考えにく

い。

遺跡の南側は埋葬地であったと思われるが，民宿建設によって消滅しTこo現在残されているのは

埋葬地の一部と，その北へ続く生活地域と考えられる部分で，民宿の北K隣接する「グスクパテ J

と呼ばれる地域は樹木が密生し，内部Kは立ち入るべくもないが，東側の道路K接する部分には，

板石状に割られたビーチロックが，幾段も重なったケ所がいくか所か見られ，或は遺構かと思われ

る。南端と北端の調査状況から見ると，乙の部分が遺跡の中j心をなすようである。

今回の発掘は遺跡の北側i容について行芯っ?もので，遺跡の範囲を知るために南端部も一部調3 】

査した。本遺跡の文化層は 8層あり，最下部の文化層は現在の道路面より約 1mの深ぎにあり，砂

採掘地の入口から，道路下へ延びているが，範囲は割に狭L、。面縄西洞式の層である。

中位の文化層は最も広く分布し，遺跡の全面を覆っているようである。層の最高点は西側の砂E

稜線に近い部分にあり，標高 6m位で，東側と南側へ傾斜し，最低4m位まで下っているO 乙の層

は砂採掘地では全く削り取られて，二分され北地区と南地区の層を連結することができないが，包

含遺物によって，北地区の第5層と，南地区の第9層とが同一文化層であることが判明した。

長下文化層は東南地区と南地区で接触し，無遺物の間層を隔てて上下lと重なっている ζ とが判明

した(第14図・国版第13下)。東南地区では削られた面から数えて最下文化層を第 8層としたが，・

南地区の層位で呼べば第11層となるのである。

中位文化層は弥生前期及び中期の文化層で，中tζ奄美独自の文化lと属すと恩われる遺物を含んで

いる。

上位の文化層は分布範囲は，中位文化層lとは及ばないが，南北K細長く延びて，遺跡の末端K達

している。北地区及び南地区では，無遺物の間層を隔てて，中位文化層の上lと重なっている。兼久

式によって代表される層である。
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砂正遺跡では上下の層 fe包含された遺物が混合する例がしばしば見られ，編年の資料として使用

しにくい ζ とがある。本遺跡でも ，まったく無遺物層と恩われた純砂層から，突然遺物の出土する

例が 2-3あった。しかし乙のような例はまれで，各文化圏の遺物の混合は殆ど見られなかった。

本遺跡の特徴の一つであろう。発掘面積 第 l地点北地区 229.72 m2，同東南地区試掘地点

1. 75m2，同東南地区 64m2，問北地区 21.86m2，第 2地点Aトレンチ 40m2，同Bトレン

チ 24m'，同G トレンチ 1 0.4 7 rr!も総計 391.8m'である。 (河口)

2. 各地区の調査

a.第 1地点北地区の調査

本地区は，調査地域内の北側約 30 0 m'の台形状の区画をさし，採土による掘削をまぬがれた場

所である。 グリシドではA-E， I-ffiとWの一部にあたる。実際の宛鋼部分は砂土の崩嬢を考慮

し，隣接地よりひかえて次の区域としたo B IT地点から東へ2m地点と BIV地点を結ぶ線を西の堺，

t 第E線を北の堺とし，東は道路，南は砂の採掘feよって生じた崖面を堺とする範囲である。 8月17

日5層の遺物の出土状況により， B-IT区， B-ffi区をB線まで商へ拡張し，更にB-IT区， c-
E区を北へ 2m拡張， D-IT区は北西隅1.2 ml幅を同様1L2m鉱張した。発掘面積は 230m'であ

る。

第4図 北地区・北側壁面図 (B・C・D.E-ll線)

C . 11 

Ij~ : "式 u;:
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第5図 北地区西側壁面 (B-I.ll.皿)・印は土器片
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層位 (第4・5図)

本地区は樹木の密生地であり，調査直前Ii::ブルドーザーによって除去作業を行っていた。その際，

樹根など除去作業がなされ 3O~5 Ocmの深きで表土が剥がれたものと思われる。ここに記す層位

はそれ以後のものであるD

第1層 褐色砂層で 50~100c閣の厚きでみられD-II 区 ~E-II 区にかけてが深い。東方道

路面でカタトされている。種々の樹根や陶器・ガラス・鋒等を含み撹乱層である。扇平な石ゃ円際・

角際等も多い。また員穀も出土した。直前lと制がれた表土を加えると 1mあまりの深さとみられる。

西壁面では，南から北へ低く傾斜をなし，下部は明褐色を呈しているo

第2層 灰褐色細砂層で 20cm内外の薄い層をなしているo B -1区から東方へゆるやかな傾斜

で伸び道路側では 30 cmの厚きを測る。西端では消滅し，西壁面lとは見られとtい。無漬物層である。

第8層 黒褐色砂層で，サンゴ擦をはじめ貝の小破片・小際を含む。土質は砂であるが，わりに

固く，灰褐色，灰黒色と濁った部分が多い。遺物包含層である。北壁面(11線断面)ではR-II区

東半からD-II区西半の部分に限ってみられ， ('-11区で厚き 60cmと最も深く鍋底状の膚をなし

ているが，東及び西側の隣接壁面では明黄色ないし白砂の純砂層となり 8層は消滅している。

第4層 明黄色微粒砂層・軟らかく手触りの良いサラサラした美しい砂であるO 西壁面で視察さ

れるごとく南側で厚く， R-lV区で 2mを測るO 北方へ急Ii::薄くなる。無遺物層と思われるが，時

11:土器片が単発的lと，またシャコガイ・サラサパテイなどが出土するo

第5層 鰍褐色砂層・黒褐色ないし灰褐色を呈する部分もあるD サンゴ層や貝小片・貝粉・小際

を含む。弥生前~中期の時期lと相当する遺物含包層である。東方はD-II・D-m区あたりまで残

り，それ以東は消滅している。

第6膚 白砂層・第4層と同質である。

以下の層については， ('-m区附近をブル

ドーザーで地表下4m掘り下げ確認を行なっ

た結果，粒子の荒い細砂層とサンゴ際層が交

互に表われ，包含層は見ちれなかった。

ClV区における土層断面について

(第6図)

第 1地点南側は採土のための掘削が行なわ

れており， ('-lV区に良好な土層断面が露出

していた。以下説明を加えてみたい。

層位は北地区とほぼ同様のものがみられた0

8層・ 5膚が遺物包含層とみられ， 6層が色

調がやや異って上部灰褐色微粒砂層(軽石粒

を含(?)下部淡褐色細砂層を示している。 6

層は無遺物で 1m以上の堆積がみられるo 7 

層以下は不明である。南側の採土は 3・5膚

第6図 C一町採土地区北側壁面図

六三一一一一一一一一一¥ ・は土器片

τζ了、γ~ァーィそヲへ

q 
号".

~. "'.色・・地紗噌 傍ú~~.\'"
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の包含層を完全にカットしていた。 8層上半部には三角凸稽の付いた胴部片，充実した底部(木葉

圧痕文あり)破片，シャコ貝等出土しており(・印)北地区第8層と同一文化層である ζ とが判明

したo 第7図 北地区3層内遺物出土状況 特徴あるものを印す)

1"・

事 Y司 直 物 絶叫r::l 悔 1'; 

I 土器I1録部 6.137 
2 1"IlH;}¥ 6.107 
3 IJ 器小片 6.072 
4 曙 6.072 飯事中朝鮮仲仲

5 嗣 I't I 5.995 民l<p伺軒仲ザエ

6 曙 1;' I 6.087 
7 I ~iI; 5.923 ハ帯f.t
8 I !!'III，;:， 6.058 
9 1 1器!氏郎 6.123 r li又
10 l:iW;' 6.016 阿部ハ帯

11 i 都民i刊 6.018 1'1'- 民

12 I: ~IIJ~I\(; 6.123 I f 11~よ

-i"-~ 
131!! 6.255 ，~孔ふり
14 t:i!:fI¥ 6.260 1'，帯剣11
15 i器版部 6.4師 ，)'. IJ¥ 

16 f器片 6.383 角川帯

17 i 器脱出U 6.186 r li( 
18 I 器 III~ 5.868 事久式

19 Ilr. '.f I 6.118 I!I! 
~同州 5.892 I!I! 1'.:1民

調査状況

. 
・』

19 . 

2 . 

3 . 

6 . 

13 . 
14 . 

10 . 

8 . 

11 . 

18 . 

樹木の伐切，抜根のため重機が入り地表面はすでに削られていた。現地表面は凹凸がはげしく，

掘り下げながら全面をならしていった。地形は西から東へ低くなり，道路面で切られている。第 1

層の上半分ぐらいまでは樹根が張り，樹木が埋没したものもあり，その除去には困難をきわめた。

特Kアダンの根は柔軟性があって強靭で難行し，D-U区，E-U区に特iと多く，また道路側は痩

舌しが激しく 30~50cm掘ってもコーラやヤクルトの鋒が埋没していたが， 下半分は比較的雑物が

少とよかった。

現代陶器にまじって脚台付きの底部(成川式土器に類似)ゃ兼久式の口縁部片とfどの少量の出土
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をみたoC-II区iとはやっとかかえきれるほどの扇平な石第が2個散乱していた。その他，貝殻や

礁などもみられた。

第8層は文化層である。断面は E線における観察をすでに述べたが，平面は次の通りである。

{第7図参照)包含層はB-II区東半からD-II区の西半1<::分布し，南はC-1V区1<::至り狭少とな

り，さらに南は採土時lとカットされているo C-1V区では薄く，北方では厚くなり，レンズ状に堆

積している。小際・小磯片・小員類・小貝片・サラサパテイなどの巻員，サンゴ屑などを包含して

おり，灰の集中している場所もみられた。土器片も全面に散布がみられたが，いずれも少片でまと

まりはなかった。しかし顕部に凸帯を縦位・横位につけるものと，曲沈線文を刻するもの，木葉庄

痕のある充実した底部など兼久式土器と恩われるものと，蜘台付でやや上げ底の成川式1<::類似した

土録片の伴出は注目された。生活面とは思われるが，特に遺構の発見などみられえよかった。

B区西半D区東半E区は 8層面はとZく4層明黄色微粒砂層・白砂膚である。シャコ員・サラサパ

テイのほか貝片ゃ土器片を若干出土したo f，tおc-m3層下位より貝重飾品(第46図3)を出土し

fこ。土器片の包含は 8層中位を主とし下位にはみられとZかった。

第4層は無遺物層である。全面 30-50C711ほどブルドーザーによって除去したo c-m区附近

で8層下から 46C711の深さで動褐色の包含層が表われたため， ζの商で全面広げて調査を行なった。

ζの5層が文化層である。層はC-II区 .c-m区・ C-1V区を中心に広がり DE区Iとは伸びて

いとn、。西方はやや土色が褐色を呈するが， トレンチ壁面まで続いている。厚さは 30 -5 0 C7IIを

示し， C-II .c-m区附近が最も厚〈レンズ状を示している。第 S層と同じような堆積状況であ

るが，東西lとやや広がって層をなしているといえよう。最も遺物の密集しているC--II・c-m区

附近，特I<::c-m抗を中心にしたあたりは灰黒色の色調を呈し，サンゴ屑や貝殻片を含んで固く堆

積していた。士総片も主に黒色土内に包含され，全面にわたって散布していたが，小破片が大部分

であった。 B-II区北西綱 5層下部には弥生前期後葉とみられるやや大形のまとまった土鰭片が出

土した。(第11図)そのほか円際(砂岩が多い)，破砕礁片，石斧，猪の骨，牙製品，魚骨，員殻

等c-m区附近を中心として多く出土がみられた。土器片は弥生前期から中期の特徴をもつものが

大半を示しており，特lと雪整形土器が多い。

遺構も検出されたが，遺構の項で詳述するので簡単に触れたい。

B-II区の南東隅からc-m区にかけて，広き 1m四方厚さ 10C711の灰層が見られ，猪骨・猪歯

が点々と観察され，また土器片も出土した。乙れに接して北西に位置する略4角形の砂岩は立石と

なっており，表面は赤く焼けた部分があり当時 5C711ほど地表面lと露出していたと恩われ，灰層と深

い関連があるものと見られた。

B-m区には 6層内1<::切り込まれた略方形の落ち込みが見られた。わりに浅く灰褐色の砂が埋土

とえよっており，その中に紡重車，床面lと土器片・貝殻・サンゴ僚とEど包含していた。港ち込み西万

Kは土告書底部の破片や槌石等がみられた。

B-II区からB-m区にかけて楕円形の落ち込みがみられ，ヤコウガイ・サラサパテイ・サンゴ

の平たい穣，その上1<::スイジガイが重なって出土し，また底面よりはオオツタノハの員輸を出土し

た。北側には不定形の落ち込みが接していfこ。
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前述したように第 5層はc-m. C-N区が厚くその東西は 6層11::達する。同層の 5層該当面で

はやはり遺物の出土が少量みられた。 R-II区では 6層が薄<，下位のサンゴ際層となる。 R-N

区南側5層円からは大型厚手の壷形土擦の破片が出土したが，乙の膚においてはほとんど費形土器

の破片のみであったので注目された。第8図 C-I-5上板状ピーチロック出土状況

R.C・D-I区およびR-II• 

R-m区拡張区について

第5層において多くの遺物・遺憾の

発見をみ，北西隅にはほぼ完形の建形

土器の出土をみたので，北側へ20m'，

西側へ 10m2拡張してさらに追究する

こととなった。その結果第S層は，や

やせばまり，うすい4層をはさんで第

5膚もうすくせばまって北へ伸びる乙

とが明らかとなった。遺物の出土状況

は少量となる。 ? . 叩師

C-[区に板状のピーチロ y クが 5層最上面1<::出土した(第 8図)。あたかも石査の土鉱の様で

明

。

吋

Z
T
i
l

ーも‘

ーー回同 S.67M

あり慎重な調査を行なったが，その下には特に変化はみられず，パイプウニの聴がまとまって出土

したのみであった。弥生前期土器片の出土もみられたが，乙れは他と同僚の包含層としての出土量

で，かわった点ではなし、。したがって意図あるものではないと考えたが， ζのような板状のピーチ

ロタクがとfぜ ζ とにあるのか，疑問が残る点もあり念のために記した。

R-[区 5層下部該当の白砂層中fL珪岩質の円僕 11コの集積と，近くに多量のサラサパテイそ

れにホラガイ 1，スイジガイ 1をまじえ，貝殻多数検出された。北西側には体部を割られたタカラ

ガイのまとまりもみられた。弥生前期土器片も混在している。珪岩質の円際は小児の拳大の大きさ

に統一され，またとの地点しか出土しない。意識的に集めたものであろうが興味深いものである。

(出口)

b.第1地点東南地区の調査

当地区は，本遺跡発見のきっかけととZった地減である。すでに，過去における砂採掘により，民

宿崎原荘より海岸へ通づる道路から，西側(海岸側)へ農大幅約 20m，奥行約 22mにわたって

道路面まで掘り凹められ，ために隣接地域とは 3.5-2mの比高差をなす馬蹄形状の凹地となって

いる。隣接地域が，西側から東側へと傾斜して道路面へ至る砂丘地形をなしているので，かつては

ζの東南地区も，馬蹄形凹地頂部付近1<::最高点をもっ同様の地形であったであろう。(第17図参照)
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遺跡発見のきっかけとなった遺物は，周辺よりとの凹地へむけて崩壊した砂中より採集されてお

り，又かつて砂採姻の際，白砂層の中を帯状IL走る黒色砂層が何層か存在し，土器や貝類・骨類等

が見られたという地主原永貞盛の談から判断して，当地区においては，すでに伺層かの文化層が消

失し，採集遺物(貝札・磨製石鍛等)を包含したであろう文化層も消失している可能性が強いと判

断した。そのため，当地区においてはまず 4カ所に試掘トレンチを設定し，地層の状況と残存する

文化層の確認作業から調査を開始した。主に当地区発掘調査を担当したのは中山・本田であるo

試掘調査

試姻トレンチは， C-V区， D-V区， E-V区， E-V1区にそれぞれ 1mX1mで設定し調査

をおとなった。(第17図参照)表層は，いずれのトレンチにおいても痩乱されており，場所によっ

ては固くしまっているoC-V区においては現代陶器片が見られた。第 2層は白砂層である。いず

れのトレンチにも検出されたが，遺物の出土は見られない。第8層は褐色砂層でみる。 E-V区，

E-V1区IL検出され， D-V区においては極めて薄く存在するが， C-V区には認められず，すぐ

にサンゴ層となる。 D-V区も同僚に湾い第 8層からサンゴくず層となる。 E-V区では，第 8層

最上部tζ幅 60 cm程のピーチロックが出土し， E-V1区では同様第 3層最上部11:撲が8点見られた。

E-V区出土のピーチロックは，試掘トレンチ北側へのびその全容がつかめなかったためトレンチ

を北側へ 1mX1m拡張したところ，長径 80cm程の大きとEものであることが確認できた。さらに，

拡張区においてとのビーチロック周辺より少量ではあるが土器片が出土し，第S層が文化層である

可能性が強くとZったため，グリッド鍋りに切替え第8層の本調査をおととfった。(後IL，南地区に

おいて採掘前の層序を確認する乙とができ，乙の第 8層は本来地表面より第11層自に当るととが判

明しTこ。以後第11層とよぷ。)

本調査

グリタドは，試掘結果より判断して，その南北を V• VII杭列IL合わせ，西側はEV杭より酉 2m

E.VII杭より西 3 mの地点を結」武線，東側はE-V杭より東 2.5mE・6杭より東1.5mE-VII杭

より東 1mの拠点を結R線で囲まれる地域11:設定しTこ。さらに，遺物の出土状況にあわせて，西側

はE-V杭より西 4mの地点とD-VII杭を結ぶ線まで拡張し，東側はE-V区はそのままに， E-

W区はE-V1杭より東 2.1m E-VII杭より東 1.5mの地点を結ぶ線まで拡張した。第11層は西から

東側(道路側)へと厚味を培し，それに呼応して遺物や際はグリタド東側11:集中する傾向にあり，

道路下へ遺跡がのびていることは確実であるが， ζれ以上東側を拡張すれば，土質が砂地でもあり，

車の往来ーにより道路が崩壊する危険があったため，前述部分以上の拡張を断念した。結局，最終的

位当地区本調査地域は，南北はそれぞれW杭列V杭列11:合わせ，西はE-V杭より商 4mの地点と

D-VII杭を結ぶ線，東はE-V杭より東 2.5mE-V1杭より東 1.5mを結ぶ線と， E-V1杭より東

2.1 m E-VII杭より東 1.5mを結ぶ線で囲まれた地域で，やや変形なグリッドとなった。本調査グ

リッド面積は， 64m2である。(第17図参照)

地層(第18図参照)
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第11層調査完了後，グリッド東墜に沿って幅 1mで深掘りをお ζない土層の確認をお ζf.rっTこ。

地雷は，凹地調層より 6層を確認したが，砂地のため壁の崩壊甚しく，それ以上の深掘りは困難であ

ったため I 7層目以下は未調査である。表層は撹乱層である。場所によって 5-40cmとその堆積

fL違いが見られI D-V区， E-V区が一般的fL厚い。砂採掘の際の携苦しと考えられる。土器・貝

類が少量検出された。 2層自は本来の第10層に該当し，白砂層であるo 上面は極めて不整合で，そ

の厚さも場所によって相当な違いが認められるが，本来のものではなく，砂採掘の際上面を削られ

たのが原因であろう。 D-V1区 I E-V1区で厚<I 約 60舗を測る ζ とができるD 員類が少量出土

するが， 2層最下部においては，土器片や際も検出された。乙れらの遺物は，遺跡が砂丘地である

ζ とを考え合せれば， 3層目(第11層)遺物の浮き上りの可能性が強し、。土器は面縄西洞式(註 1) 

であったo 3層目は，先IC:述べたごとく本来第11層で，確実な遺物包含層であるo褐色ないし黒褐

色の色調をなし I E-V区南側からE-V1区にかけて特IL黒味が強い。グリヲド北側や西側は，そ

の色調が薄くなる傾向にあり，乾燥すれば第10層との判別がつきにくい。遺物は，第11層上面から

中部にかけての出土が多く，第11層の色調の変化とも関連性があり I E-VI杭周辺から E-VI区に

かけて，即ち黒味の強い地域lと集中してみられる。土器は面縄西洞式であり，との第11層は面縄問

洞式時期の文化層と考えられる。 4層目(第12層)は第10膚と似通っており，粒子の細かい白砂層

で無遺物層である。 20-30cmの厚さをなす。 5層目(第13層)は色調等IL第12層と変化ないが，

第12層と比較して砂の粒子が荒い。貝類が数点認められたが，文化層とは考えられとZい。 15.......，g0 

cmの厚きをなす。 6層目(第14層)も上層同様白砂層で，色調等lと変化はないが，再び砂粒子が細

かくなり枝サンゴが点々とみられる。文化層とは考えられない。 7層白(第15層)を求めて，凹地

表層より 2m近くまで掘り下げたが，層の変化は認められず，壁面の崩壊も甚しいため，それ以上

の鋸り下げを中止した。試掘トレンチ(，-V区， D. 5区で凹地表層より 70cm-l mの深さで確

認したサンゴくず膚は，グリッド東壁では検出されず，東壁層序との関係は明確でとfい。

以上述べてきたとおり，当地区においては，表層及び 2層目(第10層)上部が砂採掘の影響を受

けているものの I 2層目(第10層)下部より以下の層序は，旧来の姿を保っていた。各層聞に大き

とZ起伏は認められないが，グ')'"ド東墜地層断面図(第18図)IC:見られるように，各層とも E-V

区より E-VI区へかけて緩傾斜をなし，再びE-VI区から E-VII区へかけてゆるやかに上昇する傾

向にある。遺物包含層は第11層の 1層のみで，上部IL存在したであろう何層かの文化層は，すでに

消失し存在しなかった。

第11層の調査(第21~包2図参照)

第 1地点東南地区において残存した遺物包含層は第11層である。グリッド設定のきっかけととEっ

た試娼トレンチE-V区のピーチロックは，第11層上面において出現したため，まずグリッド全域

第11層上面の調査をお ζなった。第11層上面においては，遺物等の出土状況に片寄りが認められる。

D-V区南側， D-VI区は非常に遺物の出土が疎であり I D-V区北側 I E-V区I E-V1区北側

lとは 10-30cm裡の撲やピーチロタクが散在し，シャコ貝，イモ貝系の巻貝等が点々と見られるo

人工遺物は少なく，石器(すり石)数点と士銀片が少量出土したにとどまった。土器片は小破片の

みでまとまりがとEく，ただE-V区において出士した平底底部が自につく存度であるo E-V区の
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大きなピーチロックは，約 80 C1fIX 6 0 C1fIを測り，付近K点々とシャコ貝が見られ，あるいはとの

ピーチロック下K埋葬祉が存在するのではないかと調査員一周期待したのであるが，結局ピーチロ

ヲク下lとは掘り込み等は検出できなかった。第11層上面における撲やピーチロタクの出土状況は，

遺跡地が砂丘であるととも考慮すれば，自然的むものとは考えられず，何らかの目的で遺跡地iと持

ち込まれたものである ζ とは疑いない。しかしながら， ζの際及びピーチロックはあまりに散在し

ており，その性格を考察する乙とは難しい。(第19・20図)

第11層上面の図面終了後，掘り下げをおこむったが，第11層中~下部においてはさらに撲やピー

チロタクが多数出土した。第11層上面同様出土状況には片寄りがみられ.D-V杭より E-VI杭へ

かけて，及びE-VI区にその大半が集中している。際は第11層上面同様 10 -30 綿密の白然撲で

火を受けた形跡はない。ピーチロックは，小きとEものは各区に点在するが，大きとEものはE-VI区

11:集中する傾向にあり，特fc:E-VI区東壁付近lとは重なりあって出土している。第11層中~下部は，

その色調が場所によって黒味を憎し.E-VI杭北側(一括土器出土地域周辺)やE-VI区東墜北側

及びD-VI区東南部がその傾向にある。特にE-VI区東壁北側(ピーチロックが重なりあって出土

した地域)は黒味が強い。乙の黒味の強い地域では.E-VI杭北側を除いて灰のかたまりが見られ，

木炭が混在している。(第21・22図)

遺物は第11層上面と比して増加するが，量的にはさほど多いとは言えない。自然遺物としては，

シャヨ貝がほとんど見られ泣くとfり，貝類はにしきうず科・たからがい科・いもがい科等の巻貝類

が大部分を占める。(註 2)魚骨・獣骨の出土も多くなり，ブダイのあご骨が目立っている。乙れ

らは全区に見られるが.D-V1区東南部灰層付近は特に多い。 D-VI区においては鹿角ではとEいか

と恩われるものが 1本出土している。詳細は同定をまつ乙とにしたい。人工遺物としては，際及び

ピーチロヲク群11:混じて，土器・石器・貝匙が出土している。土器は口縁部や頚部Ic:刻目凸帯をめ

ぐちし，沈線を施すもので，面縄商洞式土器であるo無文の口縁部も見られる。全般に焼成が良〈

f.[くもろいものが多い。 E-VI杭北側において，かなりまとまるものが出土したが，その他はいず

れも小片で各区に散在する。 ζのE-VI杭北側出土土器は深鉢形で底部はとEいが，他Ic:見られる底

部はいずれも平底であるので，底部形態は平底と考えてまちがいなかろう。石器は，第11層上部同

様すり石で，他の百器は発見できなかった。 E-V区東墜付近にては，巻貝を利用した貝匙が 2個

出土している。第11層中~下部の遺物出土状況は，その量的僧加乙そあれ，まとまりのない点では

第11膚上面と同様であり ，際及びピーチロタクの散在する状況の性格を把握するのは難しい。ピタ

ト状のものがE-VI区東墜に 1カ所検出されたが，他には見られなかった。

以上の結果から判断して，本地区第11層は面縄西洞式時期の生活祉と考えられるが，遺跡は道路

下lとのぴており，その全容は明らかにできとfかった。際・ビーチロック群の性格については，今後

更に検討を加えてみたい。

まとめ

すでに述べてきたように，第 1地点東南地区は砂採鋸lとより上部文化層が消失し，遺物包含層は

1層を確認したにとどまった。しかしながら，それは面縄西洞式時期に該当し，遺跡の形成時期は

縄文後期あるいはそのやや後(註 3)と考えられる時期まで遡る ζ とが判明したのである。 ζの層
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は道路下ILのびているため，その全容はつかめなかったが，当時の生活祉と考えてまちがし、ゐるま

い。生活祉だとすれば当然考えられるのは住居の件である。今回の調査では，ピット状のものは 1

カ所存在しただけであったが，遺跡地は砂地であり遺傍が残りにくいのか，あるいは調査外地域lζ

住居跡が埋没しているのか，又あるいは最初から本格的な柱穴等を必要としない形態の住居であっ

たのか，考えさせられる点である。現時点では何とも判断がつか泣いが，仮IL霞初から本格的な柱

穴を必要としとZい住居を考えれば，簡単な柱を組んだテント状の住居が考えられる。グリッド内に

散在する際の一部はその重しであろうか。今後の南西諸島における調査に注目したい。ちなみに，

南西諸島における住居跡報告例は極めて少なし洞穴等を除けば筆者は4例を知るのみである。そ

のうち 2例は，字宿上層式時期該当と考えられるので時代幅が大きいが，奄美大島字宿貝塚と沖永

良部島住吉貝塚において，略方形tと囲んだ石組み遺憾が検出されている(註 3)。柱穴等は存在し

ない。もう 2例は種子島納曽遺跡ILて発見されたもので，平地式住居と竪穴住居かと考えられてい

る(註 4)。柱穴が存在する。時期は縄文後期後半である。次K石器であるが，すり石のみしか出

土し f_[かった。他遺跡の調査例かちして，石斧は当然所有していたと考えられるが，それにしても

その種類の少立さは注目される。第11層より出土した自然遺物は貝類・魚骨がその大半を占め，当

時の人々の生活が海に重点を置くものであったことは，遺跡の環境から考えても当然のことである

が，出土した骨類の中には獣骨も混じている。奄美諸島において， ζれまでの調査では石鍛は全く

発見されていないが，乙れら陸上動物を捕獲する万法はいかなるものであったろうか。やはり刺器・

ワナの類を考えるのが妥当であろうか(註 5)。今後究明しなければならぬ問題は多い。

(本田)

註

1. “奄美における土器文化の編年について"河口貞徳『鹿児島考古第 9号』鹿児島県考古学会

( 1 974年)

乙の中で，河口氏は従来字宿下層式と総称されていた土器を細分し，編年考察をされたロ面縄西

洞式はその中のー形式である。

2. Ii"原色員類図鑑』吉良哲明保育社 を参考にした。

3. “奄美大島の先史時代"国分直一・河口貞徳・曽野寿彦・野口義磨・原口正三 『奄美一自然

と文化』九学会連合奄美大島共同調査委員会編 ( 1 9 5 9年)

4. Ii"西之表市納曽遺跡』上村俊雄 西之表市立博物館刊 ( 197 7年)

5. Ii"南島先史時代の研究』国分直一慶友社 ( 1 9 7 2年)

国分氏は(7.原始経済技術 3.弓射の技術)の中でζの問題IL触れ，刺器・ワナ類を推定してお

られる。
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C.第1地点南地区の調査

南地区は地主の砂採掘によって生じた，第 1地点南端の崖面である。傾斜角は 450，崖の上縁は

隣地との境堺線と略一致している。崖の上縁は，第 1地点西南隅境堺点より 10m地点が最高点で，

標高9.28mであり，それより西へは僅かに傾斜して，崖面西端で8.6m，東へは傾斜はやや急と

なり，崖面東端の道路に接する地点では 5.58mとなっている(第8図・第13図・第2園)。

一一ーーーー~ー一. 
-ーーー一ー一ーーー
ー"一ー一ーーーー-

第 13図第1地点南地区地層図

立与一二→一 一一二 一 一 一 七

日二二=ミ;c;-;-;''''. I --===:; 

.~←一七
第 14図 東南地区と南地区の関係地層図 ~ 

J ピ乙一一一一一-1 ~ 

~L三二

一一一一一一一一J一一~ー斗 トー--~_._"二一

050  1OOCM 

南地区崖面は貝札・磨製石鎌などの重要遺物が採集された包含層が，露呈していたところで，地

表以下の層序を観察できる唯一の地区でもあった。そこで崖面の裾部を削って，地膚を観察し，包

含層の平面的な把握もできる範囲で行危うことにした。調査の結果種々の知見と資料を得る乙とが

でき，崖面裾部の断面も全域lと渡って削り出し，基本的な層序の観察を行うことができた。しかし

乍ら，写真撮影・図面実測の段階，またはそれ以前1<::，しばしば崖面の崩壊が起り，記録は局部的

にならさfるを得なかった。崖面の再掘削は，再崩嬢を起すことが明らかで，境堺の保全と危険防止
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のため実施しなかった。

調査は先づ0-¥01区・ o-¥1[区及びB-¥o1区東錦部の崖面を削り，前面に第7層(:遺物包含層)

が，砂採掘から免れて一部残存していたので，乙れを平面的IL拡げ，幅 1m，長さ 5mのトレンチ

としたが，第7層の範囲は ζれ以上にひろがらず，下層の第 9層(遺物包含層)の調査に移った。

調査は崖面!L沿って ，1m内外の幅で西へ延長し，7m余りにおよび，第 9層面の消滅によって西

の限界とした。第9層面の残存範囲は崖面に沿って幅 1m内外で，長さ 12m，0-¥1[区 .O-VI

区・ B-¥o1区・ A-¥o1区・ A-Y区lと属する区域である。

上記のトレンチは，東方向にも，崖に沿って， rくj字状に延長し，幅約 1m，長さ 7m!とおよ

び，崖面の東端道路との接点に達した。

この拡張部は，0-¥1[区の東端部からD-¥1[区K属する範囲で， D線を中lとして，約 1m四万の

第7層包含層面を検出した。

南地区の調査は 8月7日に開始し，同13日K一応終了したが，後K東南地区との層位関係を明ら

かにするため， E線に沿って，その西側をブルドーザーで掘削し，両地区を連結した。南地区の調

査面積は，連絡部を除いて 21.86m'である(第8図)。

地表面からの層序

南地区は砂採掘によって，全体!L断面が露呈しているわけであるが，あるいは樹根が垂れ下がり，

あるいは乾燥した白砂が表面を被覆して，必しもl冒序が明瞭に観察されるわけではなかった。 ζの

なかで0-¥01区 .0-¥1[区の崖面はめずらしく地層が判然としていたので，この地点の層序を次K

記す。数字は目測である。

0-¥01区 .0-¥1[区崖面の地層

第 1層表層黒褐色砂層 5 0 C7II 

第 2層 明黄色砂層 30 C7II 

第8層 淡黒褐色砂層 20 C7II 

第4層 明黄色砂層 280C711

第 5層 黒色砂層 2 0 C7II 

第 6，薗 明黄色砂層 30C711

第7層 黒福色砂層 20 C7II 

第8層 明黄色砂層 40 C1II 

第 9層 黒褐色砂層 501.'111

以上の地層のうち実際K掘削したのは，第 5層以下で，第 5層・第 7層・第9層が遺物包含層で

ある。第3層も遺物包含層であるかもしれないが，たしかめる万法がなかった。

第 5層より第11層までの地層

南地区は崖面に沿って約 20mのトレンチを設け，崖面を削って第5層以下の地層を明らかにし

た。しかし前lと記したように調査の途中において，しばしば崖函が崩壊して，全面の実測が不可能

となり，局部的な地層図の作製にとどまった(第13図)。地層図中，点線の部分は崖面の崩壊によ

って，消滅した部分を，事前の観察によって補ったものである。したがって層の厚さは正確さを欠
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くと恩われるが，上下，左右の関係には誤りはない。

第5層

c-w区の崖面Ic現れた局部的な地層で，厚きは，東側で 20 C1II， 西側では次第に細まって消滅

している。東より西へ傾斜し，全長約 2mで，中央で5層上面から幅 65C111の落ち込みがあり，乙

の落ち込みは，下層の第 6層(無遺物層)を切って，第7層表面Ic達しているD

地層の色は黒色で，部分的lとは黒褐色を呈している。この色は木炭の粉抹を多く含んでいるため

と思われる。遺物包含層であるo 注意すべき点は，との地層が西端付近で第7層と 2ケ所で接触し

ている点である(第13図)。尚第5層の東端震高点は標高6.43m，西端最低点では 5.88mであ

る。

第7層

第5層の下Ic，部分的に厚き 30C1llの明黄色砂層(無遺物層)を隔てて第 7層がのびている。乙

の膚はC-VlI区東端近くから B-V1区西端近くまで，約 8.5mの延長をもっており，僅かに波状の

上下が見られるが，全体的には一定の高きそ保ち，西端では標高6.36m，東端上縁では 6.28m 

でその差は 8C1IIlcすまなし、。

厚きは 20 C1II余り，黒褐色を基調とし，西側の約半分は色が淡く，東側の半ばは色が濃く黒味を

滞ぴ，かっ炭素と灰を多く含み，特Ic灰は膚の下部K沈着して固くしまり，掘削するのに強〈力を

加えなければならむかつ Tこ。

遺物の包含状況も色調と関係があり，黒味の強い東半R多く，淡色の西半Icはほとんど出土が見

られなかった。包含遺物の比較によって，北地区第S層Ic該当するものと恩われる。

第9層

第7層の下Ic厚さ 40 C1II余りの明黄色砂層(無遺物層)を隔てて，第9層がある。 ζの層は分布

が広<，崖面の東端から西端R達し延長 20mを計る。西より東へ緩かに傾斜し，酋端上縁は標高

6.1 2m，東端上縁では 3.64mで，地表面の傾斜より緩かである。

地層は東端では単純層を示すが， C-VlI区東端付近より分岐して三層ととEり，上部は黒褐色，中

部は褐色，下部は黒渇色を呈し，更にB線より東1.5mの木炭と灰の堆積部を堺として，以西では

第9層上部は褐色，中部は動褐色，下部は黒褐色と移行し， B線より西1.5m地点で再ぴ乙れらの

層は合体して 1層となり，色も褐色に移行している。厚さは各地点で 50 C1II内外を示している。

第9層が三層R分岐した原因は，遺跡成立の経過と密接な関係があったと推定される。第9層は

遺物包含層であるが，三層R分岐した部分R遺物の包含が見られ，木炭粉を多く混じて黒褐色そ呈

する地点ほど遺物の量も多く，また黒褐色層lζは灰の堆積部分が多く，生活との密接なつながりを‘

示した。

第9層より出土遺物の僚相は北地区第 5層と同じであると ζ ろから，北地区の第5層と，南地区

第9層は同一文化層lζ蔵するものと考えられ，本来継続していたものと推定される(第13図)。

第11層

第 1地点の東南地区と南地区は， D-VlI区において 3mを隔てて互に接していた。この地点で，

南地区の第9層と東南地区の第8層との関係を把握しようと試み，東南地区D-V1区南東隅と，南
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地区トレンチ南端部分(D-V11区)との聞を掘削して両者を連結しTこ。その結果南地区の第 9層の

下部に，厚さ 40 cmの明黄色砂層(無遺物層)を隔てて，掲色砂層第11層が検出され，この層は東

南地区の第8層である ζ とが縫認された(第14図，図版第13下)。したがって第 1+，~点において各

地点毎に別個に検出された層序は，南地区の層序との関連によって統ーした層序として表現する乙

とができる乙とになった。

遺跡のひろがり

第7層はC-VI区， C-V11区から， B-VI区の東南隅へかけて，幅 1m，長さ 5mの範囲に包含

層を平面的f.rひろがりとして，とらえる乙とができ fこ。乙の区域には遺物の散布が見られ， C-V11 

区では東西 1.55m，南北 83 cm，深さ 19 c閣の楕円形のピットが，なかば壁面にかかって検出さ

れた。位置は第 5層上部からの落ち込みがみられた地点の直下に当たっているD ピy トには北縁に

接して，縦・横ともに 41 cm，厚さ 22cmの自然石が，平らな表面を上lとして水平K配置され，周

辺1<::土器片，鉄器破片，焼けた珊瑚際等が検出された。

第 16図 C -VI区ピット実測図
H' 
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第9層はC-V11区・ C-VI区・ B-VI区 ・A-VI区・ A-V医にわたって幅 1m，長さ 12mの
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範囲11:，南崖K沿って，包含層のひろがりが検出されたo B-¥II区では崖面9層下部iζ灰層の堆積

が著ししそのうち 2地点には 40C711の間隔をおいて，径 55 C7II， 深さ 15C711の円形ピットが，な

かぱ壁面にかかって検出され，内部lとは灰の堆積が見られた。乙れらのピット K隣接して弥生式土

患の底部が，さかきまに伏せた形で出土した。乙の他ではB-¥II杭付近lζ遺物の出土が多く，土骨量

片・員・獣魚骨等が検出された(第15函・第16図)0 (河 口)

第15図 第 1地点南地区9層遺物出土実測図
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d 第2地点 A トレンチの調査 (第 2図)

崎原ピーチ民宿の北側の平坦な畑地で，牧野哲郎所有のものであるo 遺跡の範囲を確認するため

トレンチを設定した。南北に巾 2m長さ 20m ， 北から 1 ・ H ・皿区 ~X 区とした。

全面地表下 3m，W・K区では 3.7m，N区では 4mまで銅り下げたが遺物の発見はなく作業を

中止した。以下層序を記す。

1膚褐色砂層 3 O~4 Ocm 

2層 灰褐色砂層 30~40cm X区で 1層から 2層にかけでほぼ l体分の獣骨が発見された

が，鑑定の結果現代の山羊の骨であることが判明した。 1区の 1層下にサンゴの風化した赤褐色を

呈する非常に固い膚が部分的Iとみられ，乙の層中より現代の磁器片を出土した。

3層 賞褐色砂層 50~60cm( 賞味を帯びている)

4層灰褐色砂層 20~30cm 

5層褐色砂 層 40~50cm 

6層灰黒色砂層 20~30cm 

7層 黄白砂層 130~150cm( 最も厚い層である)

8層白砂層

2・4・6層が黒っlれ、色調を呈し，包含層ではないかと推定されたが遺物の出土はなかった。

当地点からは眼下花笠利湾の美しい海を望み，潮風を受けて気持ちの良い場所であるo 砂丘のト

レンチは 2mの深さを越すと乾燥するたびに次々に崩嬢し，2m巾が倍の 4mrPとなってしまった。

発掘が 3mの深きに達すると，作業が困難になったので， トレンチの両端K，登り口を設け，一輪

車で排土を般出するという方法をとった。乙の方法によって前記の深さに達したが，砂丘発掘の場

合， トレンチ掘りではこれ位が限度で，なお深く姻る場合は，万法を変更する必要が認められた。

(出口)

ー 第2地点 Bトレンチの調査

民宿サキパルビーチの庭先には，かつて埋葬人骨が発見された。乙の地点はグスクパテと，グス

クパテの西へ隣接する畑地(砂圧)が削り取られて，約 2mの落差をもっ，民宿敷地の北端lζ当る。

トレンチは人骨前出の物干し台木の地点を避けて，それより東へ，幅 2m，長さ 12mの規横とし，

隣緩する畑地の崖IL沿って，略東西万向K設定した。

調査は 2m4 万を 1 単位として 6 区 Iと分ち，東より I 区~Vl区と名づけた。地層は西万より東万

向への傾斜がみられ，西端で 10 cm，東端で 40 c慨を測る第 1層を除くと，以下は無遺物の白砂層

と珊瑚礁層の互層で 1mの深さに達した。もともとこの地点は，隣接する畑地と同じ標高であっ

た土地であるから，旧地表面よりすれば 3mの深さに達したことになるのである。遺物は撹乱層で

ある第 1層から小量出土したのみで，第 2層以下lとは発見できなかった。前述したAトレンチおよ

び，後述のGトレンチの調査結果と照合すると，乙の地点は遺物包含層の存在しなかった地域と考

えられる(第 2図)0 (河口)
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f 第2地点 G トレンチの調査

民宿サキパルビーチの東北隅入口は，グスクパテの南捕にあたり，基部の幅 9m，先端部 6m，

長さ 10m，比高 2mの堤防状地形をなして南へ突出し，先端部にガジュマルの大樹が茂っている。

第23図 G トレンチ東壁実測図

G-m区 G-II区

I 灰褐色砂層

石 石w淡褐色砂層
咽 WI@l会桝

一。 50 100C M 

民宿経営者坂野栄二三fLよれば，堤防西南端部，ガジュマルの根もと付近より，人骨頭蓋が発見さ

れたということであった。そこで当該地点を調査する ζ ととし，堤防の西南隅より北東方向11:，西

側陵線を外縁として，内側へ幅 1m，長さ 8 mのトレンチを設定した。 トレンチは S区分して南よ

りI区・ E区・ E区とし， 11玄は長さ 4 m，他はそれぞれ 2mとした。トレンチ名はガジュマルに

ちなんで iOJと名づけた。最終調査面積は，堤防が裾ひろがりになっていたために，設定当初よ

りやや拡<， 1 0.4 7 rrfとえEった。

地層は南とjじではやや差異があり，南の I区では 5層を数え，次の!薗序を示すo

第1層黒褐色砂層 5 0 cm 

第2膚灰白色砂層 30cm 

第8層 灰褐色砂層(濃色)
ーーーーーーーーーー 35cm 
灰褐色砂層

第4層黄褐色砂層 35cm 

第5層黄白色砂層

北部lI ~m 区では 8 層fL区分され(第 2 3図)。

第 1層灰褐色砂層 第 2層黒褐色砂層 第 8層淡褐色砂層

第5層灰白色砂層 第6層黒褐色砂層 第 7層淡灰白色層

第 4層黒褐色砂層

第8膚紅白色砂層

の層序が見られる。これらの地層は最下層を除きすべて遺物を包含している。第 2地点においてA，

Bトレンチの設定地域がほとんど遺物を見むかったのに比べ， 0トレンチの設定地域は遺物の出土

量が多く，現在はとの地域が遺跡の南限である乙とを示している。
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第24図 G-2区人骨出土図

+ 

d〆プ~、

~ • 

A/r  t 

弘一一一一

@ ~.~三三守--る

十 。
50 100C M 

/------N 
/ 

.......... B 
+ 

'4.946M 

+ 

遺構としてはG-ll区8層の紅白色無遺物砂層中1[，右上腕骨・棟骨・尺骨・手骨が僅かに内管

した形で，北々西一南々東方向で出土した。この他手骨より南東 20cmおよび 40 cmの地点fc骨片

数点が出土しているo 骨の保存状態はかなり良好で，調査時K見あたらとよかった骨が腐蝕によって

滅失したものとは考えられない。出土した右腕の骨の東側は，砂がやや黒ずんでおり，恐らく二次

的な原因によって，未発見の骨が以前IC除去されたことを示す跡であろう。或は坂野栄三によって

発 姻 さ れ た 人骨は今回発見したものと同一個体であったかもしれない。(河 口)
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第 3章遺構・遺物

1.遺構

B-ID区住居祉

第 1地点北地区， B-ID区5層の住居祉である。平面形は北西が広く，南東へ狭くとZる卵形を呈

し，長径 31 1 cm，短径 246cm，深さ 17cmで，比較的小さなものである。

炉祉はなく，床面南西隅の長径 15 cm，短径 12cmの浅い落ち込みの他は任穴も見られない。

床面中央はややもりあがって，乙の部分1[平らな，縦 20 cm，横 20 cm，厚き 5cmの珊瑚礁磯お

よび，縦 17 cm，横 9cmの同質の際が配置されているほか，周壁および，周墜に接する床面とよどの

要所数ケ所~<: ，同じく珊瑚礁擦が配置され構造を明確にしている。

遺精内で検出された遺物では，特1[注意されるものとして土製の紡垂車がある。乙れは遺倦の中

央部で，埋土中より発見された。他~<:は遺情西北隅の床面1[密着出土した土器群，同じく北隅の周

墜にそって出土したかなり大きな土器片，局墜に沿って員殻4個などが発見されているD

本遺憾は第 6層の純砂層中lと第 5層が落ち込んで形成されており，思土は木炭粉の混入のため黒

色を呈し，また砂K焼けた痕跡がのとされ，生活面であったことを示している。

奄美においては，字宿貝塚，住吉貝塚において万 2mの略万形の石固い住居祉が発見されている。

両者共1[柱穴が見られとEい。いずれも字宿上層式の時期にあたる。

本遺備は出土遺物より見て弥生時代前期1<:属するものと考えられ，字宿・住吉の住居祉の時期と

比較的lと近く，柱穴などは見られないが，諸般の状況からみて住居祉であったと見られる(第 9図・

第8図・図版第三)。

B-U区ピタト

第1地点北地区B-U区5層を主とし， B-ID区5膚へかけて検出された略椅円形のピヲトであ

る。長径 151 cm，短径 12 6 cm，深さ 40 cmで，北方向へ，長さ 110cm，幅 70 cm，深さ 13 

mの溝状の分校を有し，その先端は長短の 2文1<:分れている。最深認には南北 33 cm，東西 26 cm 

の精円形の狭い平坦面を有し.西縁Kオオツタノハ製員輸が検出された。

本遺憾も第5層が，第6層中へ落ち込んで形成されたもので，埋土中lζ土器，貝殻位どの出土が

見られ，特に中央部1[，下よりヤコウガイ，サラサパテイ，珊瑚礁の扇平な際と重注り，最上部lと

スイジガイが置かれた状態で出土したのが，底部の貝輸の出土状況とともに注意をヨlいた。
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第9図 B-田区住居祉実測図
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本遺憾の東側IL接して， B-ill区東北隅か

らC-ill区の西北隅へかけて， 5層最下部に

径10 0 cm，深さ 10 cmの円形ピヲトがあり，

なかには，灰と木炭粉の混合堆積が見られた。

上記の円形ピットの北西辺には，長辺 12 

C胃，短辺 10 cm，長さ 17cmの柱状の立石が

たてられており，火熱を受けた状態から見て

当時は，基部は埋置され，頭部の 5cmだけが

地表!L出現していた ζ とが判明した。なお立

石の上函には叩打のあとが見られる(図版第

四下)。

上にあげた楕円形ピット，円形ピ y ト，立

石の 3つの遺精は層位・遺物・相互の関係位

置えよどから見て，同一時期の一連の遺僧と考

えられる。弥生時代前期lと属するものであろ

う(第3図・第12図)。

円形ピ y トは灰と木炭の堆積状況から見て，

くりかえし焚火を行った跡であろうと思われ，
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第 12図 B-II・田ー 5下pit実測図
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立石の円形ピシト n:対した面が，火熱を受けた痕跡をのこしているのも乙のためであろう。円形ピ

g トが屋外炉であった可能性もあり，また楕円形ピ y ト，立石とも関連して宗教的行事の行芯われ

た場である乙とも考えられる。 ζれらの遺憾はB-ill区5層の住居祉の北方 1mたらずの位置にあ

り，同時期に属するものであるから相互に関連する遺憾として考えるべきであろう。

ピット内には底面IL密着して，中心よりやや西側よりに，挙大の円撲が集積され，これを囲んで，

ピジト内部から北側外辺へかけて多量の貝殻が出土した。乙れらの員殻群にまじって土標片も出土

し，特!L北東部ではピ y トの内外にわたって多く検出された。乙の外貝殻群中には角際・珊瑚礁撲

も伴出した(図版第五)。

B-B区際欝を有するピ g ト

第1地点北地区， s-s区北西隅 5膚の礎君事を有するピ 9 トである。第 6属中IC掘り込まれたピ

，トで，南北 136CJ1，東西 113CJ1，採さ 28CJ1，平面形は略卵形を呈し，北東部11::，幅6舗の

細〈浅い司障が分厳して 60nr穆延びている。

ピg ト内』とは底面11:密着して，中心よりやや西側より』ム挙大の円擦が集積され，乙れを囲んで，

ピg ト内部から北側斜辺へかけて多量の貝般が出土しTこo 乙れらの貝般群にまじって土留片色出土

し，特に北東部ではピフトの内外にわたって多〈検出されたロ乙の外貝般群中には角際・澗瑚嬢擦

も伴出した(図版第五)。

ピ9 ト円から出土した円撲はいずれも珪岩で，還釈して配置されたもので，偶然の結果ではなL、。

集積した貝般は殆どサラサパテイで，ホラガィ，ャコウガィ，シャコガィ，ァツソデガイなどがー・
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B-II区磯群を有するピット

第 1地点北地区， B-II区北西隅 51菌の燦群を有するピットである。第 6層中に掘り込まれたピ

ットで，南北 13 6 C7II，東西 11 3 C7II，深さ 28 C7II，平面形は略卵形を呈し，北東部lζ，幅 6C711の

細く浅い溝が分岐して 60 c郁容延びているo

芝タ
/ 

第 10図 B-ll区磯群を有するピット実測図

¥ 

/ 
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/ 

¥ぞ
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二個づつまざっているが， 乙れらのなかには穿孔された特殊位ものが見られる(第10図・第8図・

図版第二七右，図版第二六 7，第47図 1・第52図 1)。

ピットと関連のある遺物として，ピットより東 60C7II余の地点lと墾形土器が出土している(第11

図)。 口径 34cmの大形のもので，口縁Ie刻目を有する弥生前期の土器である(第28図-1，図版

第一五上)。

戸
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本遺憎の特色は，他と異なり埋土中1<::灰， 第 11図 B-II-5下 弥生土器出土状況

木炭などの日常生活によって生ずる遺物の混

入が見られず，ピシトの底面，集積した円礁

などにも火熱を受けたあとが検出できなかっ

た。遺憾の中心と見られる円擦は特に選ばれ

たもので， 1 1個のすべてが珪岩であり，本

遺跡から発見された珪岩のすべてであった。

円擦の表面は石灰の付着によって白色を呈し

ていたと乙ろから，海浜の円撲を採取してき

たものと思われるが，奄美における珪岩の分

布は本島の南西端から加計呂月末島西部，与路

島，請島西部tζ見られる名音珪岩層のみであ

るから，これらの地域の海浜から海路によっ

くみ

σ 

、.圃，

て採取してきたものであろう(図版第二五一 7，第42図-5)。

Q 

。
a昆
。ぬ，

集積した員のうちホラガイ，ヤコウガイ，アツソデガイには穿孔がみられるが，乙れらは意識的

1<::配置したものと見られ，現兵としての役目を果したものであろう。

食物残俸をピット lと集積して石を配置した例は，吹上町黒川洞穴遺跡東洞穴にも見られるが，乙

れらは単K残浮の捨て場と見るべきではなく，むしろ食物の霊を祭った場所と解すべきであろう。

サウチ遺跡の場合も同様で，ピット内の円擦は食物霊のよりしろであろう。地層・伴出土舘から見

て，弥生前期の遺憶と考えられる。(河 口)



38 

2. 遺物

a.人 工 遺物

土 器

土器については，調査地区別に記述する。当該医域の特色を明らかにし，文化相互の共伴関係を

考察するうえにも便宜があると考えられるからである。

第 1地点北地区第 5層の土器

北地区第5層は弥生前期後半より中期中葉までの土器を主とし，奄美独自の土緯を共伴する文化

層である。前期の土器には 1個体の土器片が広範囲に拡散出土するものが見られるが，中期の生活

が重t.[って営まれたことが，その原因であろう。

弥生前期の土器

愛形土器(図版第一八・上，第31国 3~5 ，図版第一九・ 7 )。

図版第一八上図の土器は，焼成良好，色調は紅褐色を呈し，器面は研磨され，胎土は粒子が細か

で，器壁は薄い。内面は ζまかえZ凹凸が全面にひろがっている。多数の細片となって東西 10m，

南北 20mの範囲IL散布していた。

器形は顕部から肩部の破片によって推定されるが，球形の胴部It:，内側へ傾斜して口縁部へ細く

しまる頚部をつけ，口縁端で小きく外反する想形で安定した平底の土器であろう。肩部と顕部のつ

ぎ目1L4条の浅い沈線をめぐらしているO おそらく移入土器であろうと恩われる。弥生前期中真

第31図3，図版第一九・ 7の土器は径 51 cmの壷形土器胴部の破片である。胎土は粒子が細かで

焼成はきわめて良好である。色調は黄褐色で器面は研磨されているが，風化によって粗面となって

いる。器援は厚く1. 4~ 1. 6 5cmあり輪積みのあとをどめ，上塗りの粘土の厚さ 2.1闘もあるO 線

形は前者lと類するものと恩われる。弥生前期後襲。移入土器であろう。

第31図4の土器は径 38 c閣の壷形土器胸部破片である。焼き，色調，胎土など殆ど前者と同様で

器形なども変化はないものと見られる。弥生前期後襲。移入土器であろうo

第31図5の土器は壷形土器の口縁部であるO 口径 8cm，色調は昭島色を呈し，胎土は砂粒・雲母

を含み，焼成は普通である。口縁部はナデ仕上げである。弥生前期中葉。

墾形土器(第28図 1・3，第29図 5，第30図8・4，図版第一五上下，図版第一九 3，図版第二

05・6) 

口縁部 ~L凸帯をめぐらし刻目を施したもの(第28図 1 ・ 3 ，第29図 5 ，図版一五上下，図版一九

3 )および，口縁部が外反し，口縁端IL刻目を施したものがある(第30図3)。

いずれも口縁部の径が最大で，胴のはりがすくなく，大きな平底の土器である。

第28図 1，図版第一五上の菱形土擦は，口縁部外側Iと凸帯をつけ，口縁端は平坦面をつくる。胎

土lとは砂粒を僅かに混じ，焼成良好で，色調は外面は褐色で黒斑を有し，内面は灰白色を呈し底部

付近には ζげつき跡が見られる。口縁直下は横ナデ，以下全面IL刷毛目を施しその上を縦iζ箆磨き

を加え，表面はやや平滑であるが，内面は粗い。移入土器であろう。
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第28図3，図版第一五下の費形土擦は，口縁部は内外11:膨隆し，口縁端は平坦面をつくる。口縁

下lとはやや間痛をおいて凸稽をめぐらしている。胎土は世子が細かで，焼成は良好である。色調は

凸帝を堺として，上部は黒色，下部は褐色を呈し，やや焼けただれた面が見られる。内外ともに刷毛

目を有し，とくに内商代は輪積部分lと，指頭の圧痕が並列して見られる。

第29図7，図版第二0・5・6の土器は，口縁部外側tと凸帯をめぐらし，口縁端は平坦面をつ〈り，

ζの面11:小円による連点文を 2列に配し，要所11:3列の部分を加えて脆文している特殊なものであ

る。同趣の連点文は吹上町入来遺跡，川内市大小路遺跡などに見られるので奄美における地域性と

見る必要はない。胎土は細かく，焼成良好で，色調は口縁部付近は紫黒色，胴部は紅褐色，内面は

灰褐色である。内外面ともに腕毛目が見られ，内面Iとは輪積部分11:指頭の押圧痕の並列が見られる。

口縁内面lとは火熱を受けたために生じたと見られる小さな「す」が集中している。

第30図Sの土器は口縁部が外反し，口縁端部はまる味をおび，全面11:刻目を有する古い形態のも

のである。口縁部の外反部内面11:刻目を抱した特殊なもので，奄美における付加文僚であろう。胎

土は質が密で焼成は良好であり，色調は表面は灰褐色，内面は褐色である。以上にあげた墾形土器

は弥生前期中葉~後葉に属すと見られる。

鉢形土器(第30図13~15，第31図 6 ・ 8 )。

深鉢形と浅鉢形の二種類がある。深鉢形は平底で胴部が僅かに張った穂形である(第30図13)。

浅鉢形は同じく平底で胴から口縁部へ直線的にひらいたもの(第30図 5)と，やや聖響曲しつつひら

いたもの(第30図14， 第31図6・8)とがある。

胎土は粒子が細かであり，第30図14は雲母を混じ，第31図8は白色の粒子を含む，焼成は第30図

15が良好であるが，他はいずれも不良でもろい。色調は褐色または黒褐色である。胎土，焼成等よ

り見て地元で生産されたものと思われる。器形より見て前期11:入れTこ。

弥生中期初頭の士銀

号車形土器(第28図 2，第29図 1~3 ， 第30図 1・2・5・7・9~11 ， 第31図 1・9，第32函 1・

2，第33図1・5，図版第一九 1，図版第二01・2，図版第二一 1・12・8・16・17，図版第二

ニ10・11・19，図版第二三 1・6・7，図版第二四 1，グラビア表頁)。

中期初頭の墾形土骨量11:は，口縁外側または口縁下，およひ・その両方11:凸得をめぐらすものと，凸

帯を有せず口縁端が外反するものとがある。凸帯を有するものには次の三種がある。

la 凸帯をめぐらすもののうち，口縁外側および口縁下に張出しの短い凸帯をめぐらすもので，

属部の張りがすくな<，平底lと終る密形である(第28図 2，第30図10，第32図 1・2，グラビア表

頁，図版第一九 1)。第28図2，第32図 1・2は口縁部が僅かに外反し，口縁嬬は外万へ傾斜する

が，第30図10は口縁端部が内外Iと張り出し，平坦面をつ〈る。

ζの鰭形lとは特殊な文様を抱したものが見られる。第32図 1・2であるが， 1は口縁とロ縁下の

凸待との聞に箆描きの不規則位曲線8本を組み合せて，一見花柄と見られるようとC文様を繍き出し，

その両側11:横位の平行沈線8本を胞し，平行線開tと箆による爪形の刻目を沈刻して格子文様を描き

出したもので，グラビアの表頁11:掲載したものである。
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2は口縁上面から鵬部へかけて箆描の沈刻線文療を施したもので，口縁上面lとは縦位の平行沈線，

胸部には間隔をおいて縦位の沈線を描き，その聞を縦線を軸とした平行斜線でうめたものである。

これらの文様は本来の弥生式土標lζは見られないもので，奄美において付加されたものと見られる。

と〈に 2の土器の文様は喜念 I式の文様との類似が注意される。

1 aの土器はいずれも刷毛目が施され，横えZでを加えたものもあり，焼成は良好で，色調は紅褐

色，黒褐色または褐色を皇し，弥生式士銀の特色を示している。しかし胎土について見ると，第30

図10，第32図 2が砂粒を混じて弥生的であるのに対し，第28図2，第32図 1は貝粉と思われる臼粒

子を混じ，と(11:第32図 1の場合粒子が大きく，多量に含み奄美の土器製作手法が感ぜられる(グ

ラビア表頁)。

Ib 外反する口縁下11:1条の巴帯をめぐらすものである(第30図 2)。口縁端は円味を有する

ものと，外側へ傾斜し平坦面を有するものとがある。胴部は僅かに張り平底n::終る。

第30図2の土器は焼成良好で，器面は褐色であるが，煮沸によって口縁および凸帯の部分は灰黒

色を呈している。内外ともに箆痕がみられ，内面tとは輪積み部分lと指頭圧痕が並列しているo

1 c 外反する口縁外側1<:凸稽をめぐらし，口縁端に平坦面を有するもので，胸部の張りはす〈えよ

し平底に終る器形である(第29図 3，図版第二二 11・19)。胎土は細かで焼成は普通である。

口縁哨と網部は刷毛自の上に箆磨きを加えている。色調は黒褐色o

中期初頭の菱形土器で凸帯を有せず，口縁端が外反するものにも次の三種があるo

lIa 口縁が外反し，胴部は僅かにはり，平底に終る器形である(第29図2，第30図 7)。

輪積部分内面1<:押庄痕が見られる。胎土lと砂粒を混じ，買は密で，焼成は良好であるo 色調は黒

縄色で口縁部付近1<:はススの付着が見られる。刷毛目仕上げである。

IIb 口縁端lま蒲鉾状を呈してまる(，やや肥厚し，胴部から底部へ直線的1<:細まる平底の土器

で，器壁が著し〈厚(，大形の土器が多い。口径 53~30cm( 第30図 1 ・ 11，第31図 1 ，図版第

二一 1・8，図版第二二10，図版第二三 6)。胎土は細かで砂粒を混じ，焼成はきわめて良し色

調は灰褐色ないし動褐色または紅掲色を呈し，刷毛目仕上げであるo 第30図11は胎土K白色の粒子

を含む。

IIc 口縁部は外反し，胴部は僅かに張りのあるものと，直線的に下るものとがあるo 平底の土

鶴であるO 口縁部内側がやや肥厚して斜の平坦面をつ〈り，胴部内面との堺lζ稜線を生ずるのが特

色である(第29図 1，第30図5・9・16，第33図 1・5)。 一般に器壁の厚いものが多いが，第29

図 1のような例外もある。第33図 1・51<:見られるように，口縁部内側の平坦面tと縦1<:浅い平行沈

線を抱すものがある口胎土lと砂粒を含みまれに小撲を混ずるものもあるD 焼成は良好で色調は紅褐

色を呈するものが多し、。刷毛目仕上げであるが箆削りの痕をのこすものが見られる。第33図 5は胎

土に白色の粒子を含む。

第29図 1の土器は内外面ともに貝殻条痕をのこし，外面ではその上をナデ仕上または刷毛目仕上

げを胞している。乙の土器も輸積み部内面に圧痕がみられる。

整形土器の底部(第34図14・15・17・18，第35図4・5・8・31)。

上1<:述べTこ楚形土器の底部には第34図15，第35図31の薄い底部の外lと， 第34図14・17・18，第35
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図4・5・81<::見るような厚いもの，あるいはやや上げ底風の厚い底部がつ〈ものと見られるD これら

は北九州において前期末から中期へかけて，菱形土器の底部に肥厚するものが見られるのと同じ傾

向である。

鉢形土器(第29図4・6，第30図6，図版第二ニ21)。

深鉢と浅鉢があるo深鉢は口縁端部が内外IL張り出して上面が広がり，胸部は祖母曲して下り平底

K終る書官形である(第29図4，図版ニニ21)。胎土Iとは白色の組い粒子を混じ，焼成は普通である。

表面は黒褐色，内面は紅褐色を呈し，煮沸1<::使用したことを示している。刷毛目仕上げである。

浅鉢lま口縁部は肥厚し，口縁端はまるみをもち，外領するもの(第30園 6) ，あるいは内傾する

もの(第29図6)があるo 平底の浅鉢と恩われる。胎土は粒子が細かで，焼成は良<，色調は黒褐

色であるo第30図6は箆削の痕があり更に研磨されており，第29図6はやや粗成で内面に条痕をの

ζしてし、る。

弥生中期中葉の土総

壷形土穆(第30図8，第31図 2，図版第二ニ18)。

中期中葉の壷形土器は資料が少な<，僅かに 2点出土したのみである。 口縁部は逆 iLJ字状に

屈曲し，厚い口唇部の側面K回線を有するもの(第30図8)で，鋼部は断面三角形の凸稽2条をめ

ぐらしている(第31図2，図版第二ニ18)。胎土には砂粒を含み，買は密で焼成は良好である。色

調は表面宣言褐色，内面灰褐色を呈し，器面は研磨されている。

費形土器(j棄却図 7，第33図 2-4，図版第一九 5，図版第二一2-4，図版第二二6・7) 

口縁部が逆 iLJ字状IL屈曲し，胴部はやや張り出した平底の整形土器である。口縁上面IL小さ

な山形凸起を有するもの(第29図7)，口縁上面に縦の平行沈刻線を飾文したもの(第33図 2-4，

図版第二一2-4，図版第二二6・7)がある。前者は胎土に砂粒を混じ焼成は良好で，色調は黒

褐色を呈し刷毛目仕上であるが，後者は胎土lと白粉を混じたものもみられ，焼成は普通で，質のも

ろいものも見られ，色調は黒褐色また黄褐色である。

外耳を有する墾形土器(第33図6-14，第34図 1-4，図版第一九4，図版第二一6・13，図版

第二二14) 

胸部が著し〈張り出して優大径が口縁部の径を越えるもので，口縁部は外方へ屈折して上面に平

坦面をつくるも のである (第33図8)。口縁下に断面が三角形で，平面形は弧形をなす凸帯を付し

ている。まれに外耳を有するもので口縁部が直口のものもある(第33図7)。本来弥生式土俸には

外耳を付した土器は見られないから，他の文化との融合による結果であろうD 別項を設けて記載す

べきであったが，時期が弥生中期中棄と見られるので，乙 ζ1<::掲載した。胎土は粒子が細かで，焼

成は良<，黒褐色ないし紅褐色を呈し，様面は研磨されたものが多い。まれに胎土IL白色粉を混ぜ

たものがある。
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鉢形土器(第30図12，第34図10) 

直口Ir近い浅鉢で，口縁下Ir断面8角形の凸帯をめぐらすものである。胎土K砂位を含み，焼成

は良好で，刷毛目仕上げである。

北地区 5層出土の奄美系土録(第34図 5~9 ・ 11，図版第一九 6 ，図版第二二 1 ・ 2 ・ 16，図版

第二三3) 

北地1Z5層出土の土器では，前期から中期中葉へかけての弥生式土器が主体を占めるなかで，こ

れと共伴関係にある奄美系統の土擦と思われるものが若干出土している。乙れらは奄美の先史文化

と弥生文化との関係を知る上で重要なかぎとなるものである。

キヤリッパー形土器(第34図8，図版第一九 6) 

胴部が張り出し，内傾した胴上部から顕部へ外反し，更に口縁部で内望号する平底饗形土器である。

文療は胴の上部lと浅い凹刻線を水平K1条めぐらし，乙れを基線として，同僚に浅い凹刻線を，口

縁部へかけて，狙状Ir不規則K重ねて施文したものである。舘壁は割合K薄<.，肇著な感じをあた

える。焼成は普通で，色調は表面は黒褐色，内面は紅褐色である。口縁部内外には炭素の付着が見

られ，煮沸K使用した乙とを示している。口径 17 cmo 

兼久式組形土怨(第34図9・11，図版第二二2・3) 

兼久式に類似点が多し先行する型式と考えられるので，仮K兼久式祖形土器とした。

胴部が僅かに張り，口縁下lと断面三角形の凸稽を 1条めぐらす。口縁部は僅かに外反し，口縁端

は平坦商をつくる。底部は厚〈まる味があり，弥生式土器の底部とはやや異仕る。文様は口縁部と

凸帯の間K，1条の細い波状の沈線をめぐらしている。胎土は粒子が細かで，焼成は極めて良く，

質は密でかた<，他の奄美の土器K見られたZい特色をもっている。色調は灰黒色で刷毛目仕上げで

ある。口縁部の形には弥生中期の土器犯類似点が見られるo あるいはその影響を受けたものともい

えよう。

その他の土器(第34図 5~7 ，図版第二二16，図版第二三 3) 

凸得，沈線などを胞したもので，細片のため器形，文様の全容は不明である。第34図6，図版第

二二16の 土 器は弥生の壷形土器胴部とも見られる。(河 口)
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第1地点北地区第8層の土器

北地区第8膚は弥生終末の土擦と奄美独自の土穏とを共伴出土しているが，第5層と異なり奄美

独自の土器が有勢となり，弥生式土器は少な<，旦つ弥生式土擦の純粋性を失ないかけているよう

である。

弥生終末の土偲(第35図 9 ・ 10 ・ 12 ・ 13 ・ 18~21 ・ 32; 第36図 7 ・ 9 ・ 11 ・ 13 ・ 15，図版第二四

6・7) 

壷形土器(第35図32，第36図15) 

第35図32は壷形土器の胴部と恩われるもので，肩部lζ刻目凸帯 1条をめぐらしているoおそらく

底部は丸底か。小さな平底であろう。第35図18の丸底と類似の底部と思われるが，胎土から見て同

一個体ではない。色調は黒褐色を呈し，胎土は組<，臼粒子を混じ，焼成は悪<，買はもろい。

第36図15は壷形土栂の口縁部と思われる。

菱形土器(第36国9・11・13) 

9は中期の菱形土容に近い形態で，口縁が外万へ屈折して，内面Iζ稜線を有し，胸部のあまり張

らぬ形である。胎土は粒子が細かで焼成がよく，色調は灰黒色を呈し，口縁内外面ともにナデ仕上

げである。

11は口縁部が i< J字形に屈折外反し，内面にはとZお稜線を残すもので， 9K後続する形である。

胴部は猿りが強<，底部は第35図19~2111:見られるようとr中空の脚台であろうo 刷毛目仕上げで，

内面の稜線以下K箆削りのあとが見られる。

13は直口の口縁下11:，断面三角形の短い凸事告を，それぞれの末端が重なるようにめぐらしたも の

で，縄を表現したものであろう。凸椿のー単位には更に連点状の淘O~ を筋した特殊なものである。

底部は前者と同様に中空の胸台であろう。形態から見ると 8者のうちでは震も後出の儀相を示して

いる。焼成は良好で，胎土には細かな白粒子を含む口凸帯の上下K規則的な〈ぼみをもっとfど，他

の奄美の土器K見られる手法が飽きれているo

鉢形土器(第36国7) 

胸部から口縁部へ直線的にひらき，口縁端で乙ころもち外反する鰭形である。平底であろう。焼

成li良好で，表面は褐色，内面は黒褐色を呈し，僅かにひひ・が見られる。

底部(第35図9・10・12・13・18-21，図版第二四 6・7) 

第S膚には中空の蜘台が相当量出土しているo 乙れは他の層には見られないもので，弥生終末の

時期K属することを示す資料であるo底部の薄いもの厚いもの，上げ底の深いもの，僅かに上がっ

たものなどが見られ，胎土Iとも白位子を含むも のも見らる。焼成も種々である。また仕上げに刷毛

目を指したものもみられるo墾形士銀K見たように時期的な移行を示すものであろう。

第35園181立本遺跡出土の唯一の丸底の底部である。胎土Kは砂粒を多〈含み，焼成は葱ぃ，表面

は灰褐色，内面は紅褐色を呈している。前述したように弥生の壷形土留底部であろう。



44 

北地区第 3層出土の奄美系土舘(第35図33・34，第36図 1~6 ・ 8 ・ 10 ・ 12 ・ 14 ・ 16~24 )。

壷形土器(第35図34，第36図 1・8・18) 

胴部が張り，頚部へ細まり口縁部で外反する告書形で，平底と推定される。文様は頚部から口縁部

へかけて横位の曲線文を平行!i:，あるいは交叉きせて沈刻したものであるが，無文土慰も見られる。

第36図3のようとE波状口縁もある。壷形土容としたが，要形土容の胴部の張りの強いものとすると

ともできる。しかし明らかに壷とする万が適当なものもある。奄美において口縁部が少さな土器が

出現するのは乙の頃からのようである。弥生文化の影響かもしれない。胎士は粒子が細かで焼成が

良く，器壁が薄し堅綴である。刷毛目仕上げのものもあり，胎土IL臼粉を混ずるものもある。製

作過容で頭部を細めるためにしぼっているが，このため頭部内面にひだを生じている。色調は黄色

または紅褐色を呈し，煮沸!i:使用した痕跡が見られとfい。

墾形土鰭(第36図 2・5・6) 

胸部が僅かに張り，口縁部が外反し，口縁下?と刻目凸帯を 1条めぐらすもので，平底の土器であ

る。文様は第 5層出土の兼久式祖形とした土器に見られた波状の沈線文に関連するもので，頂部lと

まる味をもっ山形沈線文を連続して勉文したものである。底部には木葉圧痕を有し，木の葉を敷い

て土器そ製作する技術が伝達，あるいは発生した乙とを示している(第36図 2)。いわゆる兼久式

と称されるものである。 ζの他 5・6のような口縁内面に段を有するもの，口縁下Iと沈線を抱すもの

もみられる。胎土は粒子細か〈焼成は良好で，質はかたい。色調は内外とも紅褐色を呈するが，口

縁部及び日常下は黒ずんでいて煮沸Iζ使用したことを示している。刷毛目仕上げである。

その他の土器(第36図 8 ・ 10 ・ 12 ・ 14 ・ 16 ・ 17 ・ 19~24，第35図33)

第36図10・19など鉢形土俸と見られるが，多〈は細片のために稼形文僚が明らかでなし、。しかし

乙の層では刻目凸宇野文・沈刻線文僚やその組合せ文様が行なわれた乙とがわかる。第36図21，第35

図33は器面lζ規則的立<Lfみ(箆削り痕か)を有するもので，これも一つの特徴であろう。

木葉圧痕のある底部(図版第二三13~15 ・ 19，図版第三0 1 ・ 2 ・ 6 ・ 8 ・ 9 ) 

木業圧痕を有する底部の出土も第8層lとかぎられている。使用された木ノ葉は広葉樹で現在でも

海浜によ〈見られるユーナと呼ばれる潅木の葉がほとんどである。木の葉を敷いて製作する技法に

よ る も のは兼久式にかぎられるようである。(河 口)
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第1地点南地区第9層(北地区第5層該当)の土鵠

南地区第9層は弥生前期後半より中期中葉Iと至る弥生式土器を主とし，奄美独自の土器を共伴す

るζ とは，北地区第5層と同じであって，両者は同一文化層IL属する。

弥生前期の土棒(第37図 1) 

胴部より口縁部へ屈曲内轡し，口縁端でふたたび外反するo鋼部と口縁部の境の屈曲部外面に稜

線を形成し，直線的IL底部へ移行する饗形土様で平底と考えられる。器形は縄文晩期の菱形土器K

類似している。刷毛目仕上げである。胎土に白粉を混じ，焼成は悪〈買はもろい。弥生前期に属す

るものと思われる。

弥生中期初頭の土鰻(第37図 2-7)

2・5は北地区の IbK該当する費形土器であり， 3・4・6・7は同じ〈北地区の HaK該当

する墾形土擦でいずれも弥生中期初頭に属する。胎土には白粉を混じたものもあり，焼成は良好で，

買は竪織であるo 2・5は火熱を受けた時IL生じたと思われる「すJが土器の内外面IL無数に見ら

れる。

弥生中期中葉の土器(第37図 9) 

9は中期中葉の壷形土器服部の破片である。断面三角形の凸帯を 2条めぐらしたもので北地区に

おいても 1例見られた。

弥生前期の底部(第37図16) 

16はやや上げ底の墾形土穆の底部である。器墜は薄<，焼成は良好で，表面は紅褐色を呈し，刷

毛自が見られる。内面は灰黒色で底部は赤色に焼け，側壁は焼けただれ，気泡状の小孔を生じてい

るつ

南地区第 9層の奄美系土器(第37図10・11・13) 

いずれも縦または横位の短い凸稽を有する土器であるが小片のため全容は明らかでとZい。

第1地点南地区第7層(北地区第3層該当)の土鰭

南地区第7層出土の資料は少佐いが，出土遺物11:中空の蜘台を出土していることから，北地区の

第S層lζ該当することがわかる。

弥生終末期の底部(第37図17) 

上げ底で厚い底部である。北地区にも出土例があり，弥生終末期IL属する。胎土IL白粒子を含み，

焼成は悪<，質はもろい。
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南地区第 7層出土の奄美系土器(第37図8) 

胸部が僅かに張り，口縁部がやや外反する婆形土器で，口縁端より胸部へ縦位の凸構を施したも

のである。胎土は細か〈焼成は良好で，質はかたい。色調は灰黒色を呈するo

(河口)
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第1地点東南地区第8層の土告書

東南地区は砂の採掘?とよって土層の上部をはぎ取られており，第S層と称したのは，現存の地表

から数えたものである。したがって本来の地表が現存する南地区の層序にしたがえば第11層になる。

ζれは弥生前期~中期層より，無遺物の間層を隔ててその下部に位置するととになる。

乙の層から出土する土器は，ご〈僅かの例外を除いて，殆どが面縄西澗式にかぎられている。

面縄酉澗式(第38図，第39図 2~4 ，図版第一六，図版第一八7-12・14・16) 

胴の張りが少と(<.直口の深鉢形平底の土器であるが，口縁部が僅かに内傾するもの，あるいは外

反するものもみられる。口縁部外側と，口縁下に太めの蒲鉾形の凸帯をめぐらし，更に上下2条の

凸得を縦位の凸帯で結び，その上端を焼成後に穿孔している。

凸帯間Kは鋸歯状または綾杉状の平行沈刻線を抱し，凸帯Kは箆をもちいて削りとった太目の凹

点が連続胞文されている。口縁端上面には沈線を 1条めぐらすものまたは，角形の逮点を抱すもの

とがある。

土慰表面fLは刷毛状の工具で器面を調整し，粘土が粒子状または線状となって標面に残存するも

のがある。内面には貝殻条痕を有する。

胎土は位子が細かで， 雲母を混ぜたもの，自粒子を混ぜたものがある。焼成は良好，色調は表面

は黒褐色，内面は紅褐色のものが多い。

無文土器(第38図9，図版第一八13) 

胸部から口縁部へ直線状にひらき，口縁端は外側へ肥厚し，上端は平坦面をとrす。胎土は粒子は

細かで，焼成は悪<.，色調は表面は紅褐色，内面は灰掲色である。出土例は一例にすぎない。

その他の土器(第39図 5・6・8) 

5・6は押し引き手法tとより施文したもので， 5は直口で，口縁下に機位の沈線を 8条，口縁端

11:1条の沈線を勉しており， 6は斜行する平行沈線文を施したものであ'る。抱文法は面縄東洞式の

系統を引くが，かなり変化している。 8は不規則に沈線を施したものである。

第1地点東南地区上層の土慰(第39図12・13) 

東南地区第1層の土器である。ほとんど遺物を見ないが， 12の土鰭は北地区第5層出土の中期初

頭Da，と該当する。13は白帯を有する破片で，胎土は砂粒を含み焼成は良好である。色調は紫褐色

を呈する。煮沸に使用した痕跡がみられる。前者は弥生式土慰であろう。 (河 口)
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第 2地点G トレンチの土器

第 2地点では，遺物の出土がみられたのはOトレンチのみであった。 Gトレンチの地層は北端と

南端では堆積の状況に変化が見られ， m区では 7層， n区では 8層， (1玄では 5層に分れ，北から

南へ漸移する関K，n区では l層が消滅して新たに 2層が加わり，皿区K至ると 8層が消滅すると

いう状況である。したがって遺物も，第 1地点のように層による判別が確実に行なえるというわけ

には行かなかった。したがってここでは，第 1地点における型式分類を参考とし， 0トレンチにお

ける層序を勘案して記述する。

弥生中期の土器(第40図12，図版第二03・4) 

胴部から口縁部へ直線的にひらき，口縁端部で i< J字状lと屈曲する器形で，口縁部内側に粘土

をはりつけ，内側へ傾斜する平坦面をつ〈る。平坦面と下部との境に明瞭な稜線が形成されるもの

で，平坦面Kは弧形の平行沈刻線を摘出するものである。胎土は粒子が細かで，焼成良<，質は硬

い。色調は外商鋤褐色，内面褐色を呈し，刷毛目仕上げである。

弥生終末の土器(第40図 5・6・10・14) 

5は壷形土器胴部破片である。胴上部に刻自のある凸帯をめぐらしたもので，胎土は粒子が粗〈

焼成は良好である。表面は研磨されて平滑，黄褐色を呈する。

6・10・14は鉢形土容であるO いずれも焼成良好で，質が徹密で堅い。胎土は粒子細かで色調は

紅褐色または黒褐色である。

兼久式その他の土器(第40図 1~4 ・ 7 ・ 11 ・ 15，図版第二四 2 ) 

第40図 1・2，図版第二四 2の土器は兼久式である0 0トレンチにおいて出土した資料によって

壷形土器と墾形土器がセットで存在する ζ とが判明した。第40図2は兼久式土器の壷形土様である。

胴部が張り，口縁部へしまり，口縁端で僅かに外反する轡形である。

胸部から頚部へ移行する位置に断面三角形の刻目を有する凸帯を 1条めぐらす。凸帯の上下には

それぞれ 1条の鋸歯文をめぐらしている。口縁下内面には規則的な〈ぼみが並列している。質は綴

密で，焼成は良好であり，表面は褐色を呈し，所々に黒斑がみられる。

第40図 1，図版第二四 2の土器は兼久式土器の墾形土擦である。僅かに張った鋼部から口縁部へ

僅かに外反し，口縁下K断面三角形の~J目凸帯を 1 条めぐらす器形で，底部は平底である。輪積の

手法が明らかで，内面には押圧痕の並列がみられ，外面でも凸凹があって接着部分が明らかである。

乙の型式は木ノ葉圧痕文を有するととも特色となっているO 文様は山形文を連続して施文する例が

みられるが，本例では凸帯の上縁K沈線を施すだけである。胎土は細かで，焼成がよ<，質は堅級

である。口縁下はナデ，その他は刷毛目仕上げである。外面は一般に黒色であるが， 下部は褐色，
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内面は灰黒色であるo

兼久式iと共伴すると恩われるものに第40図3・4・7・11・15の土器がある。 4・7は壷形土器

K類するもので， 3・11・15は愛形土犠である。

木ノ葉の圧痕を有する底部(図版第二三12・16・17・18，図版第三03-5・7) 

土器の製作に木ノ葉を敷く手法は，奄美の土録にはまれで，兼久式土器K限られるようである。

(河口)
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品製土

(第26図，図版第一七下)

直径6C7lI，中央の厚き1.7 C7lI，中心fL径5.4闘の孔を有する円形の土製品である。胎土は砂粒を

含み，焼成は良いが，表面はやや組で石灰が付着し白味を滞ひ・ている。第1地点北地区， B-m区

5層の住居祉埋土中より出土した。奄美では初めての発見である。弥生前期に属する。

紡錘車

車錘紡第26図
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(第27図，図版第一七上)輔口(ふいとの〈ち)

長さは不明であるが， 20C7ll内外であろ円形筒形の土製品であるo 外径5.4c糟，中央の子Lo.准1.75cm，

う。先端は火熱のために焼けただれで赤色を皇し，無数の「すJが見られ，鉄鉾がこびりついてい

る。製鉄のために炉に空気を送る輔の口の先端である。乙の時期に鉄の製産が行止fわれたことを示

す。第 1地点C-II玄8層出土。弥生時代終末期に属するo
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第27図繍口

Ll 断 I幅 表 幽
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円盤状土製品(第39図 1) 

面縄西洞式土器の破片を円形tと加工したものである。欠損して一部を残しているo 径 4.7C1II，厚

きlcm。第 1地点東南地区E-V区8層出土。(河 口)
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石 舘

第 1地点 第 2地点で出土した石器をすべてあげる。主要なものは石斧・石鍛・石槌・凹石・

磨石・石錘等であるO 調査過穆においては円擦や破砕際なども多〈出土したが，特に加工の加わっ

ていないものは除いた。

A.石斧

第41図 1，図版第二五 両刃の磨製石斧であるo 刃部は良〈研磨され，側面は厳打による調整

を行t.n九片面は研磨によって凹面を形成し，他面は中央部』と打審Ui菌を残して研磨している。断面

は楕円形をなす完形品で，斧としての機能を有するものである。刃部には刃の欠けた部分があり，

使用のあとが見られる。 c-m区5層出土，輝緑岩，長さ 10.6 cm，幅 7.5cm，厚さ 3cm。

第41図4 下半部を欠き刃部は不明である。片面ic打劃面を少し残すが，他面および両側面とも

ていねいな研磨を抱し，いわゆる三味線胴形である。頭部は厳打による裂痕が認められる。両側に

平坦面を有する点は，前者と異なる所で，南九州の縄文後期の石斧とも共通するo E-V区3層出土。

輝緑岩。現存長さ 8.2cm，幅8cm，厚さ 4.3cm，。重さ 39 0 '1。

第41図 6 打製石斧，舌状の平面形で，断面は模状をなすo刃部は鋭利であるo長さ 10 cm，幅

8.7 cm，厚さ 3.4cm， E VI区S層出土。

B.石鍛

第25図 2，図版第二五 南地区 9層該当層より，中山清美によって採取されたものである。長

さ4.2cm，幅1.9 cm，厚さ 0.3cmで，黒色の地K白い線状の斑が見られる。形は二等辺三角形であ

るが，底辺の両側はそがれている。中央は厚し両側は砥がれて鋭い刃状となっているが，先端は

つぶれ，底辺は磨かれて共に 1~ 1. 2 闘の厚さをもっている。弥生式土器に伴う典型的な磨製百鍍

である。頁岩製。

C.凹石

第43図 2 均整のとれた凹石で完形品である。楕円の平面を持ち，中央部は両面とも軽い被打痕

を残して<，まみ，周縁は全面tζ厳打痕を有し，上下，左右が特ic顕著でゐる。 Bトレンチ E区 1層

出土砂岩(第 8紀)1 3 2 0 '1。

D.石鍾

第43図 1，図版 25-4 1個出土した。平面形は均正のとれた楕円形をなし，側面には研磨に

よって溝をめぐらしている。溝は後の殺打によって部分的に消滅している。錘として製作された後，

町石として転用きれたものであろう。片面は自然面を残すが良〈磨滅しており，他面は敵打痕が一

部氏見られる。 Bll区 2層出土o 砂岩。 21 1 0 '1。

E.磨石(第42図 1・2・6・7・9・11・12，第45図 3) 

9個の出土があり量では最も多L、。

第42図 1 椅円形の周平な自然の円際の縁部を軽〈磨ったものである。下端は平坦となるほどよ

〈使用されているo B-1V区 5膚出土。砂岩。 35 0 '1。
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同図 2 半月状破砕際で側縁部が残存している。こまかな砥研がなされ，平坦面と側面の堺に稜

線を生ずるほどよ<，使用されているo C刊区表民細粒火儲岩。 60 '10 

同図 6 平面楕円形 断面馬平の均正のとれた石である。!と同じく手のひらに入り，長輸にそ

った片方の側縁部を軽く磨っている。他はすべて自然面を残している。 D羽区 8層出土o 砂岩(茶

褐色を呈する) 4 0 0 '1。

同図7 平面楕円形，断面扇平の自然円際である。使用による研磨が著しい。図の上縁部は平坦

になるほど使用されている。自然面を残していなし、。よほど念入りに使ったものである。 D-Y区 l

層下部出土。砂岩。 79 0 '1。

周囲 9 層平な楕円際で側縁部にやや擦った痕跡が見られる。他は自然面である。表民際岩D

800'1。

同図11 平面円形，断面扇平である。側面部を磨っている。両面ともに平滑で，あるいは砥磨し

たものかもしれ泣い。 B-II5層下弥生前中期層出土。砂岩。 860'10

同図12 9と悶じ〈均正のとれた扇平な精円際である。片面中央部が平滑であり，磨かれたもの

とも考えられるが，自然石の疑いもある。念のため記録したo E-V区 8層出土。組粒砂岩。 1410

F。
第45図8 上部は狭<，下部は幅の広い断面楕円形の片手でやっと待てる円際である。上端部が

僚られて平坦になっている。他は全部自然面である。両手で持って使用したと思われる。 c-m区5

層下弥生前中期属出土。粗粒砂岩。 31 80'1。

なお第42図7と同様に密に使用された磨石があるo 両面と片万の側面部を残し，他の縁部を平坦

面がい〈つもできるほど使用している。 Gトレンチ I区6層出土。砂岩。 10 5 0 '1。

F.石槌 (第42図4・8・10) 

第42図4 扇平・精円の円礁の一端の頂部は強い打撃を加えられ一部破損しているo 他端の頂部

および両側面部の一部に蔽打痕が認められる。 E-V区1層出土。砂岩。 59 0 '1。

同図8 断面やや丸味をおびた俸状の石器で，頂部は荒い殻打痕がみられ，すりへっている。一

部破損がみられる。下端部，側縁部は軽い厳打痕がある。両面は自然面を残している。 E-VI区3層

出土。砂岩。 39 0 '1。

同図10 手のひらにすっぽり入る肩平・楕円の円礁で一端の頂部から側縁部に強い蔽打痕が観察

される。ー薗の中央部にも蔽打による浅い凹部がみられるが，他面にはみられない。 B-m区5層下，

弥生前中期層出土。砂岩(第8紀 )0 270'1。

G.際総 (第42図 3，第43図 3，第44図8・4) 

円擦を打ち割って，側縁部氏粗なチ y ピングを加えたものをあげた。

第42図8 円撲を打割った肉薄の剥片の縁部Ii:，細かなチッピングを行なっている。 Gトレンチ

UU層出土。砂岩o 8 0 '1。

第43図8 下万に重心のある属平t.[円際の上部に打痕を加え，剥厳面を残すものである。整形加

工中のものであろうか。 C-II区S層。火樹岩0 1400'1。
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第44図8 蔚平円礁の剥片の縁部K片方から 2つのチッピングを加えている。一面は自然面，他

面は打裂面をそのまま残している。 E-V区8層。輝緑凝灰岩。 66 0 'ilo 

同図 4 破砕された円礁の縁部に両面からの剥隊面がみられる。頂部には僅かながら厳打痕も認

められる。 Bトレンチ羽・区 2層出土。砂場。 1540'ilo 

H.特殊石器

第45図 1，図版第二五 長さ 19.8 cm，幅 14.6 cm，厚さ 10.8 cmである。楕円形の自然円際

の側端に蔽打による突起部をつ〈り出したもので，同類は沖永部・与論などの他，本島の嘉徳遺跡

でも発見され，奄美全域K分布するものとみられる。重量の大きいのが特色で，奄美特有の石器で

ある。 E-V1区 8層出土。細粒際岩。 380 0 'ilo 

I.石核・剥片(第44図 1・2・5，第45図 2) 

石器として使用に供したかは疑問であるが，意図的な行為がなされた擦としてとりあげた。

第44図 1 断面扇平な円擦を，自然面を少し残し他は剥般されているo 石材として使用されたも

のと思われるoB-ID区5層。砂岩。 1300 'iI。

同図 2 自然面を片面に残す剥片である。 E-V1区 8膚出土。砂岩。 90 'iI。

同図 5 かなりの重量の扇平楕円撲を半裁し，さらに二次，三次の剥離を行仕っている。石核で

ある。 B-H区5層出土。際岩。 28 4 0 'iI。

第45図2 円礁の縁部で8面に打裂痕を有する。剥片といえよう。表採口粗粒砂岩o600'ilo 

J.その他 (第42図5・13，第45図 4) 

第42図5，図版第二五 幅8cm，高さ 8cm，厚さ 5cmの円際である。同種の際 11個が貝殻に

囲まれたピット内に，集積して発見された。石賀もみな同じで，特K選んで集められている。 B-H

区5層下部出土。 珪岩。 58 0 'iI 

同図 13 断面円形，棒状の一見小鳥の餌のすりこぎの感じである。全面磨耗あるいは磨滅して

おり，人為的かどうか判明できず，念のため記録にとどめてお〈乙ととした。 Gトレンチ I区2層

出土，サンゴ石灰岩(加工品?)100'il。

第45図4，図版第二五 B-H区南東部からひE区にかけて集中していた灰層の横にあった立石

である。高さ 20，幅 12，厚さ 11 cmの方柱状で，片面にはサンゴが附着している白底から 11 

mの所K横位lと赤褐色の線が観察され，それから上位は赤茶けており焼けた感じである。地表面に

露出し，火熱~受けたと思われる。上面は殺打痕が認められる。 B-l1区 5 層出土。砂岩。 5360 'íl 。

以上の他に石器片 ?EV区2層出土，頁岩 6 4 0 'iI， 剥片・ E-V1区 S層出土，粗粒砂岩， 280 

'iI ，石器片， B-1V区 9層下出土，輝緑激灰岩， 2 7 0 'iIもみられた。
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第 1表 石器出土一覧表

第 1 地 点 第 2 地点
地点・地区

北 地 区 東南地区 南地 区 Bトレンチ G ト レンチ 計

よ1と1 2 s 4 5 1 2 8 7 8 9 1 2 8 1 2 3 4 5 6 

A 石 斧 2 8 

B 四 石

C 石 錘 1 1 

D 磨 石 2 s 2 1 9 

E 石 槌 1 1 8 

F 車襲 糠 1 1 l 1 4 

。特殊石器 1 

石 核 2 2 
H 

剥 片 1 1 2 

瑳岩円車業 11 11 

I 
サンコ

1 
加工品。

立 石

J 不 明 1 1 s 

計 8 1 01 19 2 1 9 。。1 1 1 。l 1 。。。1 42 

備考 1. 第 2地点Aトレ ンチおよび南地区の 6層以上と， 1 0層以下は石器の出土をみなかっ

Tこ0.)で除いた。

2. H・I・Jは利鵠としては疑問が残るが，あえて加えた。

3. 珪岩円撲は自然石であるが，特殊な出土状態を示したので加えた。

4. 第 l地点各地区の層位関係は次の通りである。

北地区 3層は南地区 7層に相当し，同じ<5層は9層， 南地区 11膚は東南地区 8層

にあたる。なお北地区 5層は弥生前~中期，東南地区 8層は面縄西洞式期に該当する。

小 結

石総の中で特K注意を引くも のは磨製石鍬であ る。弥生文化の南漸は土様だけでなく，各要素の

組合せとして伝播したととを示すものである。しかし一面においては，弥生に伴う磨製石斧が太型

蛤刃石斧とやや異なり ，短か〈て刃部の幅が広<，地域的特色を示す ものであること は，南島にお

ける従来の生産様式の全面的変革の困難であった事情を物語るものであろう。

一般に石器は少ないが，特殊なものと しては，奄美特有の第45図 1，図版第二五の石器がある。

重量があって ，特別の形態を示すもので，奄美の先史時代の生活のなかで，独得な用途をも つも の

であったろう。いま一つは大型の石錘である。 2kv以上もある円礁の側縁に浅い溝をめぐらした錘

と思われる石器は， 何に使用された ものであろうか。一般に錘の出土がほとんどしられていない奄

美において， ζのようとZ大型の石器が如何段る用途に使用された ものか，謎というべき である。

(河口・出口)
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員器

第 1・2地点からは多量の貝殻が出土しTこ。貝製品と考えられるものは全部以下に記録しTこ。加

工のないものは，各種類もれと{<採集し，鑑定をしていただき，その結果を別項に記載した。

A.員札

第25図 1・図版グラビア裏頁 南地区 9層該当の層より，里山勇広によって採取されたものであ。
る。現存長さ 5.4cm，幅4.2cm，厚さ 0.4cm，一綿は吋t裡を欠いてわお、りIJ，完形時は長さ 7.6cm州 tにζ

ぶ優品であつたと思われる。欠損部分は研磨きれて平滑とえ芯zり' これに接して， 2孔を設け，既存

の2孔と合せて再ぴ著装したものと恩われる。

形は四隅の張りだした長方形の枚状を呈し，裏面へわずかに轡曲している。表裏とも良〈研磨さ

第25図 貝札と石鍛

魁凶民間~蜘側胴咽

lOC M 

れ，やや賞味を滞ぴた白色で，美しい光沢を有する。表面には宇野文が浮き彫りされ，いわゆる警餐

文類似の文様を形成し， 4隅K孔を有した(欠領した部分K2孔あったものと推測される)。種子

島広田遺跡下層出土の貝札と同類である。弥生前期~中期に属する。

B.貝輪

第47図 2，図版第二六 1 B 11-区のピットの底部氏出土した。内径縦4.2cm，繍 3cmで，やや小

形である。殻頂部を打ち欠き，後丁寧に調整し，研磨して内孔を仕上げている。外面は部分的に研

磨しているが，ほとんど自然面が残きれている。オオツタノハ製。 B-II区5層出土。

第47図4 員輸の残欠品であ る。内径は推定縦 7cm，横 5cmあり，輸の幅は 1.25-1.7cmで細

い。内子L，底面，外面ともに良〈研磨され，底面は凹凸がな〈平坦となり，外面は磨かれて平滑と

なり ，わずかに肋の痕跡をのこすだけである。内孔もよく磨かれて箸装K好都合であったと恩われ

る。 G I区3層出土。オオツタ ノハ製。



C.霊飾

第46図 1 ・ 2 ，図版第二八7~9 イモガ

イ類の媒塔先端部を研磨・穿孔したもので，

平面形は円で，表面は球面を塁し，裏面は凹

面11:螺塔内の纏合部痕跡を渦巻状』とのとして

いる。紐を通して重飾としたものと思われる。

第46図lは径1.3 C7II， 同2は径1.1 C7II， 図版

第二八7は径 2.3C7IIである。

第36図3，図版第二六2 ヤコウガイの体

層の一部をとり，略円形に加工し，中央K大

第46図貝器(玉飾・貝輪)

GG-ej 

o 
t 
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3 cm 

き〈穿孔したもので，やや轡曲した円盤状を呈し，外周・孔の縁ともに研磨されてなめらかである。

外面は灰色であるが，内面は真珠光沢を放ち美しい。これが重飾として加工された所似であろう。

外径 3~3.5 C711， 孔径 l C711。

D.員斧

第41図2・8・5・7，図版第二八 1~3 稽摘みのごときに適した鰭形と見て員万とよぶこと

が提唱された。沖縄県南部の八重山諸島・北部の具志川島などに見られ，奄美諸島では与論島，沖

永良部島住吉貝塚，徳之烏面縄第W員塚，本島のヤーャー洞穴などで出土し，字宿員塚では同形の

石製品が見られ，定形化した利器である ζ とを示している。ヤコウガイの蓋の薄い縁を，凹面に向

かつて打欠き，組い刃をつ〈りだしたもので，部厚〈て，むしろ鈍標に属する。本遺跡では弥生前・

中期層(北地区 5層)及ぴその上層(北地区 3層)，面縄西洞式(東南地区 S層)K共伴出土して

いる。径 7.7 ~8 C711， 厚さ 2~2.5 C711。

E.穿孔貝

人工によって穿孔した貝には，縁部まで成形したものと，員殻の形態をそのまま残したものとが

あり，員殻の自然の形態をのこしたものでも，使用目的によって貝の種類が還ばれ，穿孔の万法が

異t，tるようである。

穿干し貝には従来員輸の未成品とする見方があり， ζれを否定し，琉球・台湾などの土俗を根拠と

して貝錘とする説が流布している。しかし貝鍾とするには不都合な遺物もあって，ペンダント，飾

などとする説もあるo 乙の他貝に呪力を認め呪具とする考もある。本遺跡出土の穿孔貝遺物には，

上記の各説に該当するものがあると恩われる。以下に分類記述するo

周辺加工を抱したもの

第47図8・11，図版第二六6・8 ともに巻貝の一部をとって加工したものである。第47図 8，

図版第二六 6はヤコウガイの殻口の部分を採って成形し，内面より打撃を加えて穿孔している。孔
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は丁寧に略円形に仕上げられている。周縁部，孔の縁ともに使用による磨耗が見られる。外面は剥

隣がはげしいが，内面は真珠光沢を保持して美しい。径 7.2C1II，厚さ 0.55C1II，内孔径 2.5 C1II， Q-

E区2層出土。

第47図11，図版第二六 8，図版第一三下右 上記のヤコウガイ製穿孔員と重注って出土したσ種

類は不詳であるが.大形の巻員の体層部背面をかきとり加工したものであるo 外周は擦り切って成

形し，内孔は内外から打撃を加え;て穿孔して，略円形に仕上げており，使用による磨耗痕が見られ

る。外面には穿孔員による無数の小さな穿孔があり，内面tとは螺塔を除去した後の継合部の痕跡が

見られる。前者と共K現具と考えられ，錘飾として身K滞びたものであろうO 長径約 9C1II，短径

7.5 C1II，厚さ 0.4C1II。内孔の径 2.4C1II。仕E区 2膚出土。

巻貝K穿孔したもの

員塚では，貝の生肉を取りだしたために，殻の領傷したものが発見されているが，本遺跡は員塚

ではないので，その例は発見しにくかったが，ここには疑わしいものを除いて，貝器と恩われるも

のをあげる。

第47図7，図版第二六 8 ヒメチョウセンフデの加工品である。殻口の裏側をすりみがき，慶大

径 0.7C1IIの円孔を穿ったものであるD 外患部は約 2舗にわたってわずかに欠き，前溝付近を研磨し

たものである。長さ 7.4C1II，幅 2.5C1II。面縄西洞式tζ共伴する。垂飾であろう。 ~

第47図 1，図版第二七右 アツソデガイの殻口裏側に，径約 1C111の円孔を穿ったものである。前

溝付近を平坦に研磨し，殻頂にも磨耗が見られる。際群を有するピ g ト(第10図，図版第五)より出

土しているo 長さ 11 C1II，幅7.8C1II，相当の重量をもっているので重飾とは考えられない。出土状

況などより見て呪具とすべきであろう。弥生前期に属する。

第53図 g，図版第二七左 スイジ貝の殻口付近をのこして螺塔・体層を除去したものである。成

形の途中か，成形後一本の管状腺を有する部分が欠損したものである。スイジガイの管状聴は，そ

の特色を端的に示す部分で，ふれることに危慎を感じさせる。この遺物は，この管状線を有する殻

口部をのこす意図が明らかである。呪具であろう。長さ 24 C1II，幅約 21 C1II， Q-m区4層出土。

第52図 2，図版第二六 9 クモガイの体層背面部を除去したものである。管状腺のうち 4個が折

領しているが，加工後偶然に失われたものか，意図的に除去したものか不明である。もし意図的な

ものとすれば， g個を残していることは主旨が不徹底である。おそらく前者であろう。長さ 17.5 

C1II，幅9.5C1IIo Q m区2層出土o現具であろう。

第52図 1，図版第二六7 ホラガイの殻口内底部にそって，径 2.6C1IIの円孔を穿ったものである。

他に体層背面K破砕部があるが，偶然の所産と思われる。際群を有するピヲト内で，機群の直前K

出土したものである(第10図，図版第五)。出土状況などを合せ考えて呪具としたい。長さ 17. g C1II， 

幅7C1II.。弥生前期に属するo

第50図 1~g ・ 5 I 図版第二八 4~6 タカラガイの加工品である。 1・2はハチジョウダカラ

で共伴出土したものである。 1は外から打撃を加えて穿孔(径 2C1II )し，二次的K左から右方向に

向かつて打撃を加えて体層背面を除去し，このとき右側面に剥離面を生じている。一回目の穿孔は

丁寧に加工し，ほとんど真円形の孔であったと思われるo 2は右側から打撃を加えて体層背面ぞ除
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去しているが，左側面に，あるいは一次の穿孔の痕跡かと恩われる部分が見られるo沖縄県仲泊遺

跡・崎樋川貝塚Bf.，.どに類品の出土が見られ，鍾とされている。

8はホシダカラの体層背面に一次穿孔が見られ，二次的に殻口より左半分を打欠き，同時に内部

の螺塔にあたる部分を除去している。 ζの段階で，残存の右半分は容器状を呈し，くりかえし使用

されたものと見られ，縁部の磨耗がはなはだしい。以上の 8個は面縄西洞式期のものである。

5はヤクシマダカラの背面に，斜に打撃を加えて楕円形の穿孔を生じたもので，右斜上の欠損部

は後の偶発的訟原因によるものであろう。 G岨区 2膚出土である。

上記の第一次加工の穿孔のあった段階でも，その孔が丁寧にあけられたものは，貝器として使用

されたものと息われる。

二枚貝に穿孔したもの

錘として使用されたもの外に，垂飾として使用されたものもある。貝錘製作の素材は種類によっ

て選ばれたようで，沖縄県の遺跡で発見された，貝錘と考えられたものの種類をみると，シャコガ

イ，リュウキュウサJレボウ，リ z ウキュウザルガイ，メンガイ，タカラガイなどがあり，先にあげ

た8種類，なかでもシャコガイが多〈用いられており，一般に重量のあるものが選ばれているよう

である。

垂飾または飾として製作されたものには，ウシノツメ，ザルガイ，メンガイなどがあり，煙葬遺

飾で副葬品として発見されている。

本遺跡で貝錘と考えられるもの

第48図 1~5 ・ 7 ・ 8 ・ 1 0 メンガイ，ウミギクガイの殻頂に，径 2~ 1. 5 C111の不定形の孔を

穿ったものである。殻縁および外面が磨耗し，内孔の縁部にも磨粍が見られ，とくに懸垂による紐

ずれの跡が顧著である。

重飾と考えられるもの

第47図8・9・10・12.第48図6・9・11 メンガイ，チサラガイ，カパトゲウミギク，イタヤ

ガイ，キクザル，シラナミなどの殻頂または殻の中央に略円形に穿孔したもので，孔の径は 4~1

mである。外面および周縁に磨耗が見られない。軽量または小形のものか，第48図11のように内孔

の大きなものである。垂飾としたものには東南地区 8層出土の面縄西洞式に共伴するものもあるが，

貝錘としたものはいずれも弥生前中期層よりも若い層より出土している。(河 口)

F. 巻貝製員匙(第49図，第50図 7~9 .第51図6.第53図 2.図版第二九)

匙という表現は判断に迷うが，食器と考えて以下の 4種に分類した。

1類(第49図 1~ 5 )いずれもヤコウガイそ素材とするもので，外面は結節部を 1~2 条残し，

内面は柔らかいカーブを描いて轡曲する。縁辺部は丁寧に磨研している。外面に結節部の凸起が 1

本伸びているため 8をのぞいて不安定である。 1・4は結節部内面は溝状に凹み，あたかも液体の

注ぎ口のようで都合が良い。 1~4 共に完形であるo 2・8は平面形が類似している。 5は基部に

挟りが見られるが，割れ口は不自然でと正<.意図をもって加工したものであろう。内面は皆ヤコウ

ガイ特有の怪しい光沢を発し，それが南国の太陽にきらめいてきぞ美しいものであったろう色
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2類(第49図6・7) 

6 ハチジョウダカラの背部を切り抜き，縁部を半円状K摩耗して仕上げたものである。不安定

である。 E-V区3層出土。 7も同様な仕上げであるが，内面は乳白色に輝き，艶があって美麗であ

る。巻員であるが員種は不明である。 s-¥f区 7層出土，以上の 2個は平面・断面形が類似している。

共通の用途に供したものと思われる。

8類(第印図 7~9 ) 

7 イモガイの螺塔部を残し，体層部を半裁し，縁部を擦っている。螺塔部も研磨されている。

8 ツボイモの体層部を精円状に残し，一辺には挟りを入れ，縁辺部を擦って仕上げる。 9 ニ

シキミナシの体層部を 8と同機に剥ぎとり，対角 tζ挟りを入れて擦って仕上げる。舌状部が匙のよ

うに仕上り，蝶塔部側の張り出しを親指と人差指で狭むと持ち易い。上記いずれも，巻貝の体層部

を使用していること，縁辺部を良〈砥研していること，挟りを入れている乙とえよどの共通性をもっ

ている。 7 表採 8Gトレンチ I-区 1層 9Gトレンチト区 1層

4類(第51図 6，第53図 2) 

6 ゴホウラを半裁して，体層部を匙状に仕上げている。螺塔部も削りとられ殻輸が露出してい

る。内外面ともに研磨している。 EV区8層出土。 2 ラクダガイを半裁して，体層部の曲線を匙

状に仕上げている。柄は外震と内唐が接し水管を形成する部分であろう。螺塔部が先端部とすると

殻輸にひっかかり不便ではないか。内外面，縁部共に研磨して，結節部分と擦り切って仕上げてい

る。 Gトレンチ E区4層出土口

以上，いずれも巻貝を素材とした貝匙状の加工品であるo

G.二枚貝製員匙 (第51図 1~5 ・ 7 ・ 8. 第53図 1 ) 

二枚員の復縁部を磨って研磨したものがあり，ここにあげた。 1 チリボタンガイ 内外面とも

に自然面を残す。 2 メンガイ 外面にサンゴが附着している。腹縁部および内面を磨っている。

8 メンガイ 幅が広い，外面は自然面を残す。 4 ウミギクガイ 腹縁部をすり，やや変形，匙

状を呈する。 5 キクザルガイ 腹縁部と内面を磨っているo 7 ウミギクガイ 外面に自然面を

残す。これらはいずれも小型であり，自然の貝殻の腹縁部に研磨を少し加えただけである。 8と53

図 1はやや大型であり，磨耗も激しい。 8 シャコガイ 内外面と腹縁部ともによ〈磨研され，全

体に丸みをおびている。外面の放射溝，放射肋共に良〈擦られてわずかに痕跡を残すだけである。

左腹縁部を一部分削り取っている。殻頂部近〈の穴は穿孔貝によるものであろう。 53図 1 やはり

大型のシャコガイを削り，柄と思われる張り出し部を作っている。内外とも良〈磨耗され，特tと縁

部は丸みをおびて調整されている。外面の放射肋の内面側は浅く凹んでスプーンとして格好である。

H.その他 (第50図 4 ・ 6 ・1O~12 ) 

第50図4 アンボンクロザメ 螺塔部が鷹滅している。体層部はわずかに残る。加工品かどうか

不明.D羽区 8層。なお同僚のものが 2個見られる。クロフモドキ Bトレンチ1V-lZ1層 アンポ

ンクロザメ G-I I玄2層。
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1 2 トラフザラ 殻頂近くに長径 6脚，短径4闘の楕円径の孔を有する。内面より穿たれてい

る。内面は殻皮が剥がれて研磨され，外面は自然面を有しているo E-V区 5層出土。

6・10 シャコガイ?内外とも磨耗，縁辺部も丸味を帯びている。 6は表採， 1 0はo-m区2

層出土。 11 ヤクシマダカラ 全面磨耗している。内面の響曲部は匙状を呈している0 12を除

きいずれも磨滅が激しい。加工品と断定しかねるが，念のため記録にとどめた。

以上，A-Hまで8種lと分類し記述を試みた。次に出土地区，および層を表にまとめて検討して

み たい。(出口)

小 結

各種の豊富な貝殻を使用して，地域的特色のある貝器が多〈作り出されているD 広回以南におい

て，乙のような明瞭な形で貝札が発見され，しかも弥生前・中期の文化に関連することが明らかに

仕った乙とは，貝札文化の解明K資すると共に，本遺跡の特色を示すものであり，将来への調査の

展開に強い興味をいだかせるものであるO 南島特有の貝斧の出土例を加えると共に穿孔貝が多〈出

土し，貝錘は若い時代にかぎって出土し，またスイジガイ，アツソデガイ，ホラガイなど呪具的意

味をもっと思われるものが見られ興味のあると ζろである。

ヤコウガイ製の貝匙は周縁部の磨研がいきとどいているD じつに丁寧に擦った跡がみられる。食

緯として実用するかは疑問の残るところであろう。第49図2 ・3のごとく小さな不安定な容量告に液

体ないし，固形物を入れてもすぐこぼれてしまうであろう。また匙としての利用であればむしろ第

4類が柄までついて実用的であるし，また第51図8，第53図1のようとEシャコガイ製のスプーンが

より効果的であろう。わまわまヤコウガイの体層部を切り取り，形をととのえ，磨いて作るのであ

れば，その光沢の神秘的な輝きに，何らかの意味を求めるべきではないだろうか。

Gトレンチ 2層に員製品の出土が目立った。全体の 30%を占めている。周辺加工を施した穿孔

貝2個は特殊な出土状況を示した。また員錘ωまとまってω出土は注目される。 ζのトレンチは人骨

の発見された場所でもあり興味深い。

(河口・出口)
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第 2表 貝総出土一覧表

第 1 地 点 第 2 地点
地点・地区 表

北地区 東南地区 南地区 Bトレンチ G トレンチ 計

言す旦~竺 1 2 8 4 5 1 2 8 7 
採

8 9 2 s 2 8 4 5 6 

A 貝 輪 1 2 

B 員 斧 1 2 4 

c 貝霊飾 1 2 8 

D 穿孔員 2 2 2 s 1 1 I 12 1 1 1126 

巻
1 類 s 5 

貝 2 類 1 2 
E 製

貝 8 類 2 1 8 
匙

4 類 1 1 2 

枚二貝匙製貝
小 型 1 s 6 

F 
大型 1 2 

G 巻員加工品 1 

H そ の 他 1 2 1 4 

計 3 。6 。5 。2 11 8 。1 1 。。4 18 。8 。。8 60 

ホア タ ク ス
備 ラ‘7 カ モ イ

ガソ フ ガ「 L、ノ-

イ。1デガイ
ガ イ ガ
イ 1 イ

考 ? 。 1 
1 。

備考

1. 第 1表の備考 1・4項は本表にも同じである。

2. 備考欄の巻員はGK含まれている。

3. 表採の 8個の地点は不明である。
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b_ 自然遺物

サウチ遺跡出土の人骨所見

内藤芳篤

サウチ遺跡から弥生時代人骨が出土し，その出土時における考古学的所見に関しては別欄に述べ

られているとおりであるが，こ乙では人骨の所見について記載する。人骨の保存状態は必ずしも良

好では芯<，成人骨 l体の一部分であるが，できるだけその接合，復原tとつとめたので，同人骨の

観察および計測の結果を報告したい。

資料および所見

1 歯(写真 1) :図版三一

永久歯S本が遊離して残っていた。歯種は左側上顎の中切歯(11 ) ，犬歯(C)および第8臼歯

(M3 )であるo 歯の諸径は概して大きく， 3本共Kカリエスはと1:< ，唆耗度は 11および cが

Broca の 1~2 度， M3 はほとんど磨耗していない。 11 および Cの唆耗状態より鉛子状

唆合であったと推定される。

2 上肢骨(写真 2，3 ) :図版三二

( 1)上腕骨

右側の上腕骨が残っているが，上骨端部が破損していた。

長径の計測はできないが，骨体はがんじようで，長さの割りに太く，三角筋粗面もよく発達して

いる。また骨体は属平である。中央と推測される部位を定めて計測した値は次のとおりである。

中央最大径 ( 2 6脚) 中央局 ( 70棚)

中央最小径 ( 1 7聞) 骨体最小周 ( 6 4711111) 

骨体断面示数 ( 65.38 ) 

中央濁がかなり大きいのが目立ち，また最大径も著し〈大きいが，最小径は比較的小さく，従っ

て断面示数は小さい値を示し，観察所見と同じように示数値からも強い扇平性が認められる。

(2 )尺骨および梼骨

右側の尺脅および梼骨が残っているが，両骨共に上，下骨端部が破損していた。

尺骨では，骨体が太く，最小周が 42脚，骨体矢状径が 16711111，横径が 17711111で，断面示数は

94.1 4となり，扇平性は見られとZいが，周径がかなり大きい乙とが目立っている。

梼骨では，尺骨に比して骨体の太さは著明でなく，骨体中央と推測される部位において横径が

( 1 4棚)，矢状径が(1 2棚)である。

(3 ) 手骨

手骨のうち残っていたものは次のとおりである。

手根骨右側の舟状骨，月状骨，三角骨，豆状骨，大菱形骨，有頭骨および有鈎骨の 7個で，小

菱形骨を欠くのみであった。

中手骨右側の第 1，第8および第4中手骨

指 骨右側第 1指の基節骨および末節骨，第 2指の基節骨，第S指の基節骨および中節骨
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残っていた骨について見ると，いずれも長径，横径共に比較的大きいものであった。

3 下肢骨

右側の距骨，麗骨および舟状骨が残っていたが，破損がひどくその形状は不明である。

要約

1. サウチ遺跡出土の人骨は，同一個体の永久歯 3本，右側の上腕骨，尺骨，椀骨，手骨および足

綬骨であった。

2. 歯の校合型は鉛子状攻合と推定され，唆耗度は比較的弱<，高令者とは考え難い。

3. 上腕骨が比較的よ〈残っていたが，骨体の中央周が 70 cm，最小周が 64聞であり，諸家の報

告と照し合せるとき，男性としても比較的大きい。また断面示数は 65.38で著し〈小さ<，強

い扇平性が認められる口

4. 尺骨の骨体も太いが，椀骨では著明でない。

5. 中手骨および指骨は大きい。

以上のことがらから推して本人骨は男性壮年骨として差し支えな<，また歯の鉛子状唆合や上腕

骨の属平性えよどから百い形質を備えていたものと考えられる。
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3 0 1，昭 32 

4)八木治: 西北九州人上腕骨の人類学的研究長崎医会誌 45(1):22-33，昭45
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録 ):1-24，昭 10 
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サウチ遺跡出土の獣骨について

1977. 12. 14 

犬家間一・西中川駿(鹿児島大学・農学部)

今回，鹿児島県教育委員会文化課より，同定依頼を受けた「サウチ遺跡」出土の動物遺物標本の

うち，あきらかに陸棲動物と思われるものについて，別表のように鑑定した。

大量の動物遺物が出土しているが，多〈は水債の動物や魚貝類と思われ，陸倭動物のものは少な

かった。そのうちの大部分はイノシシの骨で 2c明以下の小骨片ばかりで完全な形態を残している骨

はほとんど見当らなかったが，イノシシは日本本土のものより小型で，リューキュウイノシシと推

定できる。猶が一点のみ出土しているが，家畜であったかどうか推測のしようはない。

なお. [B -II -1下〕の表示のあったビニール袋内の獣骨は，すべて明確に同一個体の骨で，

小型偶蹄類で，幼若な仔山羊と推定した。しかし，頭蓋の骨から後肢末端の末節骨まで 32点が一

個所から出土している乙とから考えると住民によって肉が食された後の骨ではなし一個体がなん

らかの理由で地中に埋められたものと推測する。また，長期間地中に埋れていれば消失すると恩わ

れる胸骨片まで出土しており，さらに他の骨も幼若でありとよがら骨端軟骨結合以外はほぼ完全な形

状で出土していることから類推すると，地中K埋めた時期はそれ程古い時代ではないと推定する。

第S表 獣骨一覧表

発掘場)所((標本袋の表示
番号 発掘年月日)

動 物 骨 名

A-¥l(-3 
猪(仔) 仁腕骨(左)( 1 9 77. 8. 1 8 ) 

A-酒 -5
猪(仔) 上腕骨(右)( 1 9 7 7. 8. 19) 

A-Ll(-l 
猫 下顎骨と後日歯(左)( 1 977. 8. 18) 

B-llー1下
山羊(仔) 側頭骨(左).後頭骨，頚椎(3個)，胸椎(6個).仙( 1 97 7. 8. 1 7 ) 

椎 (1個).胸骨片(2個).肋骨(3個).肩甲骨(左，

右 ).機骨(左，右)，尺骨(右)，中手骨(左，右)， 

犬腿骨(左，右)，下腿骨(左)，中足骨(左)，麗骨

(左)，距骨(左)，舟状立方骨(左)，後肢第四駈列末

節骨(左)

B-ll-5 
猪 環椎( 1 977. 8. 15) 

B-ll-5 
猪 中手骨か中足骨?( 1 977. 8. 1 5 ) 

B-ll-5 
猪 上顎骨(右)，上顎の第四前日歯および第一・二・三後日( 1 977. 8. 

歯(右)

B-ll-5下
猪 腔骨(左)( 1 9 7 7. 8. 16) 
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猪 |上腕骨(左)

猪 |下顎切歯 2個，長骨の破片 2個

猪(仔) I榛骨(右)

猪 |上腕骨(右).尺骨(左).大腿骨?

猪 |上腕骨(右)

猪 |種骨(左)

猪 |上顎第三前日歯(左)

猪 |第四中足骨(左)

猪 |腰骨(右)

猪 |大腿骨(左，右)

猪 |下顎切歯 3個，下顎犬歯(左，右).下顎下二後臼歯(右)，

下顎骨歯槽部(左).および下顎骨片

猪 |下顎切歯，大腿骨?

猪 |下顎犬歯，中手脅または中足骨?

猪 下顎震後臼歯(左)

下顎切歯，上腕骨(右)? 

上腕骨(左)

上腕骨(右).腔骨(右).大腿骨(右)? 

下顎最後臼歯(右)

腔骨(:左)

猪

猪

猪

猪

猪

猪 大腿骨(右)……彫った跡あり

上腕骨(左)? 

上腕骨(左)? 

猪?

猪。

猪 膝骨(左)

猪 中節骨(指列，左右は不明)

備考 りは鑑定tとやや疑問が残るもの。
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崎原サウチ遺跡出土貝目録

鹿大名誉教授理学博士 平田国雄

1. 乙こに掲げる目録の員は，大島郡笠利町崎原サウチ遺跡の出土品で，昭和52年 11月，笠利

町から同定のため，筆者K依託されたものであるo

2. 目録の貝 67種の内訳は，腹足類 47種と斧足類 20種である。腹足類47種の中には，陸産

貝2種，オキナワヤマタニシとバンダナマイマイをふくむが，この 2種は必ずしも食料としたの

ではないであろう。陸産貝は員塚が形成された時代から現在に至る聞にまぎれ ζんだと考えるの

が適当である。

3. 出土貝はすぺて現在の奄美の海K生息するふつう種ばかりであるo

4. 調査員tとより加工員愈片と判断されたものの種名は次のとうりである。

(1) 貝さじ: スイショウガイ科(ゴホウラ，ラクダガイ)，タカラガイ科(ハチジョウダカラ)， 

イモガイ科(ニシキミナシ，ツボイモ)

(2) 飾り玉: ィモガイ類の螺頭部をすって孔をあげたもの，ヤコウガイ片を円形に成形して，

中心K孔をあげたもの， トラフザラやウミギクガイ類に孔をあけたもの。

(3) 員斧: ャコウガイの蓋のふちを一部欠いで，鋭くしたもの。

5. イモガイの頭片やヤコウガイの円片は，間違いえ(<加工片であるが， トラフザラやウミギクガ

イ類の孔は採集時にあげた孔であるかもしれなL、。孔の形がし、ぴつで，不規則である。

6. 貝さじは上記 8科 5種だけであるが，実際には，利用できる大きさと形のものなら，どの種の

殻でも利用したであろう。

1 加工しない貝殻 L 器具として利用されることがある。イタヤガイの殻は終戦前後はそのまま

杓子として利用されたし，与論島では今でも客をもてとZすのに，ナガジャコ(シラナミ)の殻が

杯として利用されているo

第4表 貝類一覧表

和 名 分 布 備考 和 名 分 布 備考

腹足綱 7. サラサパテイ 奄美以南

おおかさがし、科 り唱うてんさまえ科

1. ヨメガカサ 北海道南部以南 8. チョウセンサザエ 奄美以南

2. トラフザラ 奄美以南 9. コシダカサザエ 房総以南

みみがし、科 10. ヤコウガイ 奄美以南 員環・貝斧

3. イボアナゴ 紀伊以南 11.ス ガイ 房総以南

にしきうずがし、科 12.オオウラウズ 奄美以南

4. イシタ'タミガ「イ 北海道南部以南 あまおぶねがし、科

5. ニシキウズ 紀伊以南 13.アマオブネガイ 房総以南

6. ギンタカハマ 房総以南 おにのつのがL、科
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14. オニノツノガイ 紀伊以南 39. イトマキイモ 奄美以南

15. コオニノツノガイ 土佐以南 40. ニシキミナシ 土佐以南 貝さじ

すいしょうがい科 41.ツポイモ 奄美以南 貝さじ

16 マガキガイ 房総以南 42. アンボンクロザメ 奄美以南

17. スイショウガイ 房総以南 43. クロフモドキ 奄美以南

18. アツソデガイ 奄美以南 たけの乙がし、科

19. ゴホウラ 奄美以南 貝さじ 44. キパタケガイ 奄美以南

20. クモガイ 紀伊以南 からまつがい科

21. ラクダガイ 奄美以南 貝さじ(大) 45. コウダカカラマツ 土佐以南

22. スイジガイ 紀伊以南 やまたにし科

たからがし、科 46. オキナワヤマタニシ奄美以南

23. ハナマルユキ 房総以南 おなじまいまい科

24. ハチジョウダカラ 土佐以南 員さじ 47. パンダナマイマイ 奄美~沖縄

25. ヤクジマダカラ 房総以南

26. ホシダカラ 紀伊以南 斧足綱

ふじつがい科 ふねがし、科

27. Eッカドボラ 紀伊以南 48. エ ガ イ 房総以南

28. ホラガイ 紀伊以南 うぐいすがい科

おきにし科 49 クロチョウガイ 紀伊以南

29. オキニシ 房総以南 うみぎくがb、科

ゃっしろがい科 50. メンガイ 紀伊以南

30. ウズラガイ 房総以南 51. ~ヒカリメンガイ 土佐以南

あ〈きがし、科 52. カパトゲウミギク 紀伊以南

31.サツマップリ 紀伊以南 53. チリボタンガイ 房総以南

32. ツノテツレイン 紀伊以南 54. ウミギクガイ一種

えぞばい科 いたゃがい科

33. スジグロホラダマシ紀伊以南 55.チサラガイ 紀伊以南

いとまきぽら科 56. イタヤガイ 北海道南部以南

34. イトマキボラ 紀伊以南 いたLfがき科

35. ヒメイトマキボラ 房総以南 57. ワニガキ? 紀伊以南

36. チトセボラ 伊豆以南 58. オハグロガキ 紀伊以南

ふでがい科 まんしちぎるがし、科

37. ヒメチョウセンフデ奄美以南 59. カワラガ、イ 土佐以南

おにこぶしがし、科 しゃ乙がし、科

38. コオニコブシ 紀伊以南 60. ヒメジャコ 紀伊以南

いもがも、科 61. ヒレジャコ 土佐以南



62.シラナミガイ 奄美以南

まるすだれがい科

63.ホソスジイナミガイ紀伊以南

64. スダレハマグリ 九州以南

第5表奄美サウチ遺跡出土魚骨分類表

65. ヒメアサリ 本州以南

しおさき.なみがい科

66.マスオガイ 土佐以南

~. リュウキュウマスオ紀伊以南

以上

今井貞彦・四宮明彦

1. タイ科 Sparidaeのマダイ Pagrusの顎密

69 

2 ペラ科 Labridaeのタキペラ産科 Bodianinae，カンムリペラ亜科 Corinae，モチノウ

オ亜科 Chaelininae等の数種の顎歯および咽頭歯

s. プダイ科 Scaridaeのアオブダイ亜科 Scarinae，プダイ亜科 Callyodontirae，数種

の顎歯および咽頭歯

4. ハリセンボン科 Diodontidaeのハリセンボン属 Diodon，イシガキフグ属 Chilomycterus

等数種の顎歯および耕

出土魚骨リスト

咽頭骨 ベラ型上部 タイプA

11 

〆/

11 

11 

B 

C 

ベラ型下部 A 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

t( 

B 

11 

B-U-5 

ガジュ 01

B-N東南隅

サウチ(赤ガード)

Aトレ 6区 S層

C-ill-5 

0-U-5 

B-U -5 

カードナシ (52-9-12)

B-ill -5 

B-U -5下

C-1-5 

C-ill-5 

C-U-3中下

B-N -5下

B-V1-9 

E-V1-3 

B-V1-9下

3 

2 

1 

( 10) 

5 

4 

2 

1 



70 

咽頭骨 ペラ型下部 タイプB C-[-5 1 

11 O-ill 1 

C B-U-5 1 

11 サウチ(赤カ}ド) 1 

11 B-N-5下 1 

D B-ill-5下 1 

11 0-U-5 1 

E B-ill-5下 1 

11 E-VIグリヲト 1 

( 28) 

咽頭骨 プダイ型上部 A B-N -5 (下) 1 

11 B-U-5(下) 1 

B E -VIIグリヲト 1 

C B-U-5 1 

11 下部 A B-ill-5 1 

( 5 ) 

顎歯ペラ型 上部 A O-ill -2 8 

11 。-U-4 1 

11 0-ill-5 

11 D-I -5下

11 B-[-5 

B B-W-9 E-¥i-3 8 

11 0-1 1 

11 A トレ -VII-3

11 c-[ 1 ( 14 ) 

プダイ型上部 A B-W-9上 1 

11 C-ill-5 2 ( 3 ) 

11 下部 A 0-ill-3 1 

11 ガジュ V

11 0-[-5 1 

11 E -VIIーグリット 2 

11 B-N -5下

11 D-VII-7焼砂

11 B-N -5下

11 O-U -4 
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顎歯ブダイ型下部 Aタイプ c-m-5 

( 10) 

ハリセンボン型(上下不明) A B-II-5下 1 

1/ B-II-5 1 

1/ G-II-4 1 

11 G-m-5 1 

B B-( -5 1 

( 5 ) 

タイ型，上部.max.共 A-V1-9下 1 

1/ 下部 A-V1-9下 1 

不 明 Aトレ一明-5 1 

B-V1東南隅 9層 1 

D-VlI-7焼砂 1 

C-(-5 

( 6 ) 

関 接 骨 左 G-( 

椎骨不明種 B-II-5下オチコミ 1 

C-(-5 2 

AトレVlI-3 4 

Aトレ漕 -5 2 

G-m-2 l 

鰭赫不明種 c-m -5下 1 

B-II-5下 1 

Aトレ咽 -5 1 

C-(-5 

G-m-2 1 

D-(-5下

ハリセンボン型 B-II-5下(オチコミ) s 

G-m -2 

?イシガキフグ型 B-(-5 
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第 4章 総括

1. 縄文・晴生文化の伝播

昭和30年に行なわれた字宿貝塚の発掘によって， 下屑から縄文後期の市来式土告書・一湊式土器が

発見された。本土の先史時代遺物の南島における最初の発見であった。その後沖縄本島南部の浦添

員塚からも市来式士銀が発見され，更に大島本島南部の嘉徳遺跡で、は市来式土器の他に，更に 1時

期!日い小池原下層式土器が発見された。しかしこれらの移入文化が南島の先史文化に与えた影響は

殆ど見られず皆無に近い状態であった口

昭和50年以降における那覇市に近い読谷村渡具知東原遺跡の調査では，縄文前期の轟式土器並K

曽畑式土器が発見され，調査を重ねるにしたがって，更に下層より爪形文土器並K指頭庄文土器

(ヤブチ式)をも発見するに至った。ヤプチ式土器は，既に沖縄本島の勝連半島に近いヤブチ島の

洞穴遺跡ゃ，奄美大島のヤーヤ洞穴より発見されており，昨年 8月に熊本大学が行なった奄美大島

の高又遺跡の調査では，ほぽヤブチ式一轟式ー曽畑式の時間的関係をおさえたとされている。

か〈見て〈ると，南島における縄文前期土骨量文化の移入は広範囲に渡っており，また爪形文土器・

指頭圧文土器(ヤブチ式)は，本土に類似の土器型式があるとはし、ぇ， ζれを直ちに結ぴつけるこ

とができるか否かについても，確美佐判断そ下し得るまでには至っていない。また縄文前期の土器

文化が南島に伝矯した時期に，南島自体に土器文化が既に存在していたか否かも不明である。乙の

問題について些か手がかれととEるととは，読谷村渡具知東原遺跡出土の曽畑式土器について見ると，

土器の胎土，焼成，文様などすべての点から国畑式士銀と判断されるものがある半面，文様は曽畑

式に類するものであるが，胎土，焼成taど土器製作手法が南島的と!替ぜられるものがある。轟式に

ついてもまったく同様である。

奄美大島の高又遺跡における表面採集の曽畑式とされるものを見たが，乙れもまた同様であった。

以上のように縄文前期土器の伝播とほとんど時間的経過な〈して，土器K変容が起っている ζ とは，

既に土器製作の技術が存在したのではないかと疑わせるものがあるO しかし現在調査は進行中であ

り，やがてこの問題も事実によって解決されるであろう。

いずれにしても縄文文化は，南島においては定着せず，南島独自の文化が生長していくことにたC

った。

弥生時代になって，中期から後期の土器が，沖縄，奄美K広績に渡って発見されるようになった。

しかしこれらの弥生土器が，南島の先史時代文化のなかで，如伺なる位置を占め，それと，どのよ

うとZかかわりあいをもつのかに至っては，まった〈知るよしもなかった。ただ一つ注意されること

は，伊平屋島久里嵐貝塚においては，中期山ノロ系の土器が，現地で生産きれていると報告されて

いる乙とである。

近時沖縄本島の読谷村木綿原遺跡において，弥生前期の土器が発見され，弥生時代の各時期に渡

って交流が行われていたことを，あとづけることができるとととなった。しかし位がら，乙れはた
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だ南島において，弥生土鵠が発見されたという事実を知るにとどまって，弥生文化と南島先史文化

との有機的えよつながりに至っては，依然として伺等解明するに至らえ£かった。

以上にあげた弥生文化南漸の足跡が，一歩一歩解明されていった研究の歩みの一環として，サウ

チ遺跡もとらえられることになった。サウチ遺跡は，面縄西澗式の単純遺跡として始まり，ある程

度の空白期聞をおいて，弥生前期から中期，更に後期の生活が行伝われ，これと並行して，奄美の

当該文化期の生活が重なっているととを示しているo これは二つの文化が独立並行したのではとよく，

一体となって，互に影響し合いえZがら一つの社会を形づくって行ったのである。

両文化の並行期間は弥生前期より後期末に至る期間であり，これを経て両文化は融合し，新しい

文化を生み出すに至った。 ζれが字宿上層式であると考える。

2. 靖生文化定着の背景

弥生文化の伝播は海路によったことはいうまでもない。海上交通には良港を有する乙とが絶対的

条件であり，笠利湾はこの条件を充分に満たすものであった。サウチ遺跡においては，ただ一回の

文化の伝俸によって，弥生文化が受容されたものではなしくりかえして，各時期の文化が波及し

てきたことを示している。このような各時期に渡る弥生文化をあとづける乙とのできる遺跡は，ま

ことに稀れである。

弥生文化を支えるものは水田耕作である。如何に弥生文化の波及が累時におよんでも，基本的条

件である水田耕作のうらづけがなければ l たかだか弥生土器を若干遺存する程度fr終ったものと恩

われる。

弥生前期遺跡の立地条件は，自然の低湿地を有し，そのまま水田耕作を行ない得ることにあるo

サウチの背後の低湿地は乙の条件を満たしている。サウチにおいては，水田耕作の成功が永年に渡

る弥生土録文化を支えたものと思われる。紡錘車・磨製石銭などの弥生文化の各要素がそろってい

るこ とも， ζれそうらづける ものと思われる。

この稲作適地が，自然の障壁をなす山地によって，東南の風， とくに台風の被害から防禦された

ことは，欠〈ことのできとZい有力な条件となったであろう。

サウチ遺跡では弥生前期には奄美系の土骨量文化はみられず，中期初頭から中葉にかけて現れ， 弥

生式土骨量と奄美系土俸との聞で相互に影響が与えられる。この時期は弥生文化が優勢となっている

が，水田耕作も軌道K乗ったのであろう。

弥生後期になると，奄美系土録は中期』と受けた影響の蓄積と，後期弥生式土緩から受ける影響と

が重なり次第に定形化への道を歩みはじめる。乙の時期は奄美系土留文化が優勢ととrっている。弥

生時代中期から後期にかけては人工潅概が行なわれるようにとより，水系の利用が活発になる時期で

あるが，サウチにあっては，土地が狭障で，自然のままの低湿地利用による水稲耕作から，人工に

よる水田開拓への余地は，かとより少なかったと思われる。この結果が後期の様相を生み出したもの

であろうo
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3. 晴生式土器と奄美莱土器

土器女化の接触と変容

サウチ遺跡において，弥生文化が伝嬉したのは弥生時代前期中葉である。サウチ遺跡から出土す

る乙の時期の弥生式土器は，殆ど本土から将来されたもので，同時期の奄美系土鰭は発見されてい

えfい。したがって弥生前期は面縄西澗式期より後出のものであるととは，明らかになったが，直前

の型式は判明し泣い。

弥生時代中期初頭の様相は弥生式土患と奄美系土器との相互影響K特色づけられる。奄美系土器

は胎土に貝を砕いた白粉を混ぜ，独得の焼きあがりを示し，直線文・曲線文を一般に使用し，定形

化しとよい曲線が用いられる ζ とがままある。 ζの時期には，弥生式土患の泣かに，このような要素

をもつものが現れる。例えば第32図1・2の婆形土器である。

一万凸帯をもっ弥生の婆形土器 'bの密形がそっ〈り奄美系土器に現れる。兼久式祖形と呼んだ

もので，第34図9・11の土様である。乙の土告書は焼きも弥生的で堅鍛である。この現象は現地にお

いて弥生式土器の生産がはじまった乙とを示すが，一方では弥生式土器の移入も行伝われていたこ

とを遺物は示している。

弥生時代中期中葉は，前述の初頭期と同様な経過をたどっているが，弥生の愛形土器の口縁端ま

たは内縁K針で描いたような細い平行沈線がしきりに抱文される(第33図 1~5 )。これに対応し

て凸帯をもっ壷形土著書の上胴部fr平行沈線を描いたものがある(第34図6)。同様の蚤形土器は，

字宿員塚の上層からも採集(笠利公民館にあり)されているから，かなり広〈行なわれたもので，

定形化したものといえよう。外耳土器が現れるのは乙の時期に限ちれ，弥生中期の器形K外耳がつ

〈のである(第33図6~14，第34図 1 ・ 2 )。弥生時代中期を慨搭すると，整形土器を主とした変

化で，壷形土器K関する変動はまだ現われないようである。

弥生時代後期は，弥生式土器に対する奄美系土器の影響は殆ど見られな〈なり，前者の後者に対

する影響0，)み減賭になってくる。と〈に器形における変化に注目すべきものが見られる。即ち弥生

式土器の特色である壷形土器・墾形土器・鉢形土器の器形の分化が，奄美系土器』ζ出現する(第36

図 1~6 ・ 18 ・ 19，第40図 1 ・ 2 ・ 7 ・ 11 ・ 15 )。とくに壷形土器は成川式の影響を受けて丸底と

立っている。

一方中期の奄美系土器である兼久式組形土器から兼久式への系列は明瞭で，要形土器の外K壷形

土器を加え，とくに凸帯は成川式の影響で刻目を絡すようにとより，口縁部に抱きれる波状の沈線は

山形に変化して，直線化の傾向が見られる。墾形土器に木葉圧痕が現れるのも兼久式の特徴であり，

成川式の影響であろう。

饗形土器のいま一つの特徴に口縁から縦位の凸帯を施すものがあることである(第37図 8，第40

図11・15)。

か〈して奄美系の土器K画期的な器形の分化がお ζ り，以後の土器文化の起点と立つ Tこ。字宿上

層式について再検討すると，先づ底部には丸底と平底の二類があり，器形には壷形土器と饗形土器

の存在は確実であり，他にもい〈つかの器形があるようである。壷形土器の底部は，喜念員塚出土
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の小形童形土器(鹿児島考古9号，奄美における土器文化の編年，第24図左下)の例でもわかるよ

うに丸底であり，整形土器は平底と恩われ，縦位の凸帯を有するものが見られる(鹿児島考古9号

第18図上 2，下 1)。喜念貝塚出土の小形壷形土器(前掲)とサウチ出土の第36図Sの壷形土器を

比較すると，その類似性は驚〈ほどで，差異点は，喜念貝塚出土の土器の口縁部が，肥厚して断面

が三角形を呈することだけであるo この口縁部の肥厚も，兼久式の口縁下の凸帯K基づ〈ものであ

ろう。また楚形土器に見られる縦位の凸帯は前掲のよう K，すでにサウチに出現しており，両者が

つながりをもつことは明らかである。

以上に述べてきたところから明らかなように，字宿上層式は，兼久式などの弥生後期該当の奄美

系土器K継起する土器文化ということができ，弥生式土器と奄美系土器の接触によって，新たに発

生した文化といわなければとZらとEい。

か〈てサウチ遺跡の弥生式土器文化と ζれに並行する奄美系土器文化は，面縄西洞式以後のある

時期にはじまり，字宿上層式の直前K終末を迎え，字宿上層式土器文化の母体とえよった(第54図)。

4. 遺跡の性格

南島における先史時代文化の流れのなかで，サウチ文化は弥生文化の導入によって，生産形態を

革新し，土器文化もこれに伴なう変革をなしとげた。か〈して従来不明とされた弥生文化の南島先

史文化のなかで占める位置と，これに並行する奄美系文化との関係を，いく分明らかにする乙とに

t.[った。

またサウチ遺跡は，二つの異なる文化が接触して，両文化がどのようにかかわりあって行くかと

いう経過を，かとより明瞭に遺存するきわめて稀らしい遺跡で，文化伝播の様相を研究室で実験して

いる感すらあるほどである。弥生文化の導入は更に今一つの重要な文化を南島にもたらした。それ

は製鉄の技術である。第 l地点北地区， C-1区8層から繍口が出土し，更に同じく南地点C-VI

区7層(北地区 3層に該当)のピシト内より，鉄器破片の出土を見たことによって証明される。時

期は弥生後期にあたるo (河 口)


